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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
連
邦
地
方

裁
判
所
は
10
月
15
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
実
施
し
て
い
る
、

連
邦
移
民
当
局
に
よ
る
取
り
締

ま
り
へ
の
市
の
協
力
を
制
限
す

る
「
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
・
シ
テ

ィ
ー
（
移
民
保
護
都
市
）」
政

策
の
無
効
化
を
求
め
た
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
訴
訟
を
退
け
た
。
連

邦
政
府
が
州
や
地
方
自
治
体
に

対
し
、
移
民
取
り
締
ま
り
へ
の

協
力
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
判
断
し
た
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
連
邦
地
裁

の
ラ
モ
ン
・
レ
イ
エ
ス
判
事
は
、

連
邦
政
府
に
は
市
の
政
策
を
争

う
法
的
資
格
が
な
い
と
指
摘
。

さ
ら
に
、
連
邦
法
が
州
や
自
治

体
に
移
民
法
の
執
行
へ
の
参
加

を
義
務
付
け
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
市
職
員
や
市
の
財
源
を

連
邦
政
府
の
取
り
締
ま
り
に
動

員
さ
せ
る
こ
と
は
、
連
邦
政
府

に
よ
る
州
へ
の
権
限
侵
害
を
禁

じ
た
憲
法
修
正
第
10
条
に
反
す

る
と
判
断
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
移
民
保

護
政
策
は
、市
警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）

や
市
矯
正
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｃ
）
な
ど

が
、
連
邦
移
民
・
税
関
捜
査
局

（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
の
要
請
だ
け
で
移

民
を
拘
束
し
た
り
、
釈
放
予
定

日
や
所
在
な
ど
の
情
報
を
提
供

し
た
り
す
る
こ
と
を
制
限
し
て

い
る
。
市
は
２
０
１
４
年
に
関

連
法
を
強
化
し
、
移
民
が
強
制

送
還
を
恐
れ
ず
に
警
察
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

　

一
方
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
昨

年
７
月
、
市
の
政
策
が
連
邦
移

民
法
の
執
行
を
妨
げ
、
犯
罪
歴

の
あ
る
不
法
移
民
の
拘
束
や
送

還
を
困
難
に
し
て
い
る
と
し
て

提
訴
。
連
邦
法
が
地
方
の
法
律

に
優
先
す
る
と
主
張
し
て
い

た
。

　

判
決
を
受
け
、
ゾ
ー
ラ
ン
・

マ
ム
ダ
ニ
市
長
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
の
勝
利
で
あ

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
強
制
送
還
政
策

に
対
す
る
拒
絶
だ
」
と
歓
迎
。

市
職
員
を
強
制
送
還
の
実
行
役

に
す
る
こ
と
は
認
め
な
い
と
強

調
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
全
米
各
地

で
同
様
の
移
民
保
護
政
策
を
争

っ
て
い
る
が
、
ボ
ス
ト
ン
や
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

な
ど
で
も
訴
え
が
退
け
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
今
回
の
判
決

は
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
よ
る
市
内
で
の
独

自
の
取
り
締
ま
り
を
禁
止
す
る

も
の
で
は
な
い
。
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
・
シ
テ
ィ
ー
だ
か
ら
と
い

　

11
月
３
日
の
米
中
間
選
挙
ま

で
２
週
間
余
り
と
な
っ
た
10
月

17
日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
政

策
に
抗
議
す
る
「
ノ
ー
・
キ
ン

グ
ス
（
王
は
い
ら
な
い
）」
運

動
の
集
会
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
は
じ
め
全
米
各
地
で
開
か
れ

た
。
今
回
は
従
来
の
抗
議
活
動

に
加
え
、
中
間
選
挙
へ
の
投
票

を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
た
。

　

ノ
ー
・
キ
ン
グ
ス
運
動

は
、
草
の
根
政
治
団
体
イ
ン

デ
ィ
ビ
ジ
ブ
ル
や
市
民
運
動

「
５
０
５
０
１
」、
米
自
由
人
権

協
会
（
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
）
な
ど
が
参

加
す
る
「
ノ
ー
・
キ
ン
グ
ス
連

合
」
が
主
導
。
昨
年
６
月
に
始

ま
り
、今
回
で
４
回
目
と
な
る
。

全
米
50
州
で
２
５
０
０
以
上
の

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
、「
ノ

ー
・
キ
ン
グ
ス
、
期
日
前
投
票

を
」
を
合
言
葉
に
、
有
権
者
の

参
加
を
促
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
期
日
前
投
票
は
10
月
24

日
か
ら
11
月
１
日
ま
で
の
９
日

間
と
な
っ
て
い
る
。
正
式
な
投

票
日
の
集
計
に
対
す
る
国
民
の

不
安
が
期
日
前
投
票
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

影
が
伸
び

冬
の
足
音

　

新
聞
休
刊
週
の
た
め

　

来
週
号
お
休
み
し
ま
す

　

10
月
は
新
聞
発
行
日
の

土
曜
日
が
５
回
あ
る
た
め
、

第
５
週
の
10
月
31
日
号
は

お
休
み
し
、
次
回
は
11
月

７
日
号
か
ら
と
な
り
ま
す
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
は
毎
月
４

回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

夏
時
間
が
11
月
1
日
（
日
）

午
前
２
時
で
終
了
し
ま
す
。
土

曜
の
夜
、
お
休
み
前
に
時
計
の

針
を
１
時
間
お
戻
し
く
だ
さ

い
。
日
本
と
の
時
差
は
14
時
間

と
な
り
ま
す
。

夏
時
間
終
了

っ
て
不
法
滞
在
者
が
強
制
送
還

さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
Ｉ

Ｃ
Ｅ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で

も
独
自
に
移
民
法
を
執
行
で
き

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
判

決
時
点
で
は
連
邦
政
府
が
控
訴

す
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
が
、
連
邦
政
府
と

地
方
自
治
体
の
対
立
は
今
後
も

続
く
と
み
ら
れ
る
。

全
米
で「
王
様
は
い
ら
な
い
」
集
会

早
期
投
票
呼
び
か
け
る

政権協力に判決 NO
連邦地裁
Ｎ
Ｙ
市
の
移
民
保
護
支
持

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
訴
え
退
け
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
朝
は

市
民
の
足
音
で
始
ま
る

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
に
ベ
ン
ダ
ー
の
ド
ー
ナ
ツ

足
早
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に

長
い
影
が
伸
び
る
と

ま
も
な
く
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
だ

写真・三浦良一

https://www.restaurantnippon.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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日米首脳会談
１
．
両
首
脳
は
、
昨
年
10
月
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
訪
日
、
ま
た
、
本
年
3
月

の
高
市
総
理
の
訪
米
の
成
果
を
踏
ま
え
、

経
済
安
全
保
障
や
経
済
、
安
全
保
障
な

ど
幅
広
い
分
野
で
の
協
力
を
更
に
強
化

し
、
日
米
同
盟
を
一
層
強
固
な
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

⑴　

両
首
脳
は
、
Ａ
Ｉ
や
半
導
体
、
重

要
鉱
物
と
い
っ
た
分
野
で
、
技
術
競
争

に
勝
ち
、
強
靱
性
を
高
め
る
た
め
の
経

済
安
全
保
障
分
野
で
の
協
力
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

更
な
る
協
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
一

致
し
ま
し
た
。

⑵　

両
首
脳
は
、
関
税
に
係
る
日
米
間

の
合
意
の
着
実
な
実
施
の
重
要
性
を
改

め
て
確
認
し
、
双
方
で
協
力
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

⑶　

両
首
脳
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
で
あ
る
日
米
同
盟

の
抑
止
力
・
対
処
力
の
強
化
に
向
け
た

取
組
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

２
．
両
首
脳
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
情
勢

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

⑴　

両
首
脳
は
、
来
る
米
中
首
脳
会
談

も
念
頭
に
、
経
済
安
全
保
障
を
含
む
中

国
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
、
日
米
で
緊
密
に
連
携
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

⑵　

両
首
脳
は
、
北
朝
鮮
情
勢
に
つ
い

て
も
意
見
交
換
を
行
い
、
核
・
ミ
サ
イ

ル
問
題
に
共
に
対
処
す
る
必
要
性
や
、

北
朝
鮮
の
完
全
な
非
核
化
に
向
け
た
確

固
た
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
改
め
て
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
拉
致
問
題
の
即

時
解
決
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

か
ら
、
全
面
的
な
支
持
を
得
ま
し
た
。

⑶　

両
首
脳
は
、日
米
豪
印（
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ
）

等
の
枠
組
み
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認

す
る
と
共
に
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
太
平
洋
（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」
を
力
強
く
推

進
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

３
．
こ
の
ほ
か
、
両
首
脳
は
、
国
際
刑

事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
な
ど
に
つ
い
て

も
率
直
な
や
り
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

         

日　
　

本　
　

国　
　

政　
　

府　
　

　
（  

写  

真  

提  

供  

：
内  

閣  

広  

報  

室
） 

　

令
和
8
年
9
月
22
日
、
国
連
総
会
出
席
の
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
し
た
高
市

早
苗
内
閣
総
理
大
臣
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
と
日
米
首
脳
会

談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
週
刊
Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
の
皆
様
へ
お
伝
え
い
た
し

ま
す
。
米
国
在
住
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
両
国
の
友
好
関
係
が
一
層
強
化
さ

れ
て
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

首
脳
会
談
の
概
要

日米首脳会談　

　より詳しい情報は、首相官邸ホームページ　（https://www.kantei.go.jp/)、
外務省ホームページ（https://www.mofa.go.jp/mofaj/) をご覧ください。

　また、日本政府の政策や日本の魅力について、英文の日本政府公式ホームページ
「JapanGov」（https://www.japan.go.jp/) もご参照ください。

　この記事に関するご意見・ご感想は下記までお寄せください。
　　内閣府大臣官房政府広報室
　　Public Relations Offi  ce, Cabinet Offi  ce, Government of Japan
　　E-mail: g.kaigai@cao.go.jp

https://www.kantei.go.jp/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/
https://www.japan.go.jp/
mailto:g.kaigai@cao.go.jp
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 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブレストラン・オープン記念パーティー
 ～ Celebrating with Halloween Fun ～
 

□ 開催日時：10月 29日（木） 6～ 8：30 PM
 □ 会場：3階 ローズホール
 □ 参加費：会員 $130 / 会員同伴ゲスト（*非会員）
 　 $160（お食事、飲み物、税サ込）
  　*非会員の方は、日本クラブ会員の同伴がある
　  　場合のみご参加いただけます。
 かねてより準備を進めてまいりました日本クラブ
のレストランおよびカフェが、いよいよ近日中に
オープンする運びとなりました。それを記念し、会
員の皆様へのお披露目を兼ねた特別なパーティー
を 10月 29日（木）開催いたします。当日は初め
にウェルカムドリンクとミニコンサートをお楽し
みいただき、お食事は、彩り豊かなオードブルに
加え、厳選された日本酒と調和する、寿司や刺身
を中心とした本格的な和の味わいをご用意してお
ります。ハロウィンの仮装でのご参加も大歓迎で
す。お問い合わせは、info@nipponclub.org まで。

■日本クラブ会員を随時募集中
 日本クラブでは、会員の皆様に特別なひとときを
お届けするイベントを定期的に開催しております。
館内には会員様のみがご利用いただけるレストラ
ンやカフェを併設しているほか、東京アメリカン
クラブをご利用いただける会員特典もご用意して
おります。詳細は下記のウェブサイトよりご確認
ください。ご入会に関するご質問は、お気軽に 
membership@nipponclub.orgまでお問い合わせく
ださい。

詳細・イベントのお申し込みは
下記ウェブサイトをご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
604 5th Ave, New York, NY 10020　

Tel: 212-581-2223　info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声
合
唱

団
（
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
）
は
11
月
21
日 

（
土
）
午
後
3
時
よ
り
（
２
時

30
分
開
場
）、
ホ
ー
リ
ー
・
ト

リ
ニ
テ
ィ
教
会
（
東
88
丁
目

３
１
６
番
地
）
に
て
第
22
回
定

期
演
奏
会
を
開
催
す
る
。

　

今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
合
唱

曲
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
、
唱

歌
、
民
謡
、
宗
教
曲
等
、
多

岐
に
渡
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

で
、
日
本
語
、
英
語
、
ラ
テ
ン

語
な
ど
で
歌
う
。
指
揮
は
相
場

皓
一
、
ピ
ア
ノ
演
奏
は
浅
沼
里

香
子
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
＆
ボ
ー
カ
ル
コ

ー
チ
は
嶋
田
あ
や
。
演
奏
後
の

午
後
5
時
よ
り
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
開
催
。
入
場
料
10
ド
ル
。
購

入
は
Ｅ
メ
ー
ルnymc-info@

googlegroups.com

。
同
合

唱
団
は
学
校
や
高
齢
者
施
設
で

の
公
演
な
ど
合
唱
を
通
じ
て
社

会
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声
合
唱
団

第
22
回 

定
期
演
奏
会
を
開
催

　

池
坊
Ｎ
Ｙ
支
部
の
設
立
40
周

年
を
記
念
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
＆
ト
ー
ク
が
17
日
、

ア
ジ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
・
ア
ン

ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
パ
ー
ク

街
７
２
５
番
地
）
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
節
目
を
祝
う
た
め
、

初
の
女
性
家
元
を
継
ぐ
池
坊
専

好
氏
、
小
林
春
荘
特
命
教
授
、

専
好
氏
の
息
子
で
現
在
の
家

元
・
池
坊
専
永
氏
の
孫
で
も
あ

る
専
宗
氏
が
来
米
し
た
。

　

専
好
氏
が
長
羽
織
と
袴
の
正

装
で
登
場
し
、
父
の
四
十
五
世

の
池
坊
専
永
氏
が
生
活
文
化
の

分
野
初
の
人
間
国
宝
（
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
）
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
報
告
。
伝
統
工
芸

や
歌
舞
伎
な
ど
の
伝
統
芸
能
限

定
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
４
年

に
「
立
花
（
り
っ
か
）」
が
国

の
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
で
実
現
し
た
華
道
界
初
の

慶
事
に
、
会
場
か
ら
は
拍
手
と

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。
専

好
氏
の
実
演
は
池
坊
の
原
始
で

あ
る
室
町
時
代
に
生
ま
れ
た

「
立
て
花
（
た
て
は
な
）」。「
仏

前
供
花
な
の
で
シ
ン
プ
ル
な
構

成
で
す
が
人
々
の
祈
り
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
説
明
。
舞

台
は
暗
転
し
、
静
か
な
鐘
の
音

が
響
く
中
で
行
わ
れ
た
。
洋
装

に
チ
ェ
ン
ジ
し
、
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
の
自
由
花
、
巨
大
な
花
材

が
使
わ
れ
た
立
花
を
音
楽
と
共

に
生
け
て
、
場
内
は
感
動
の
拍

手
に
包
ま
れ
た
。
小
林
教
授
の

自
由
花
は
花
器
も
花
材
も
観
客

の
声
援
と
拍
手
で
選
ぶ
と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
観
客
を
魅
了
し
、

若
き
華
道
家
の
専
永
氏
は
Ｎ
Ｙ

の
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
調

達
し
た
流
木
や
竹
を
オ
ブ
ジ
ェ

の
よ
う
に
置
き
、
わ
び
さ
び
の

世
界
を
「
立
て
花
」
で
見
せ
た
。

1
時
間
半
に
及
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

は
、
５
６
０
有
余
年
の
伝
統
を

守
り
つ
つ
現
代
に
調
和
す
る
柔

軟
性
と
枯
れ
ゆ
く
姿
も
美
と
す

る
日
本
独
自
の
美
意
識
を
伝
え

る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
。

池
坊
Ｎ
Ｙ
支
部
の
設
立
40
周
年

華
道
初
の
人
間
国
宝
報
告
も

https://www.sakagura.com/eastvillage
http://shinbashi72.com/
http://jmart-usa.com/
http://hinomaru-limo.com
https://www.xn--7rs62al7ob5lwrlmijqwx.com/
mailto:info@nipponclub.org
mailto:membership@nipponclub.org
mailto:212-581-2223%E3%80%80info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
mailto:nymc-info@googlegroups.com


2026年（令和 8年）10月 24日（土） ［総　合］　　（4  ）

 「週刊NY生活」
No. 1075

2026年10月24日発行
 ニューヨーク生活プレス社

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.
71 W. 47th St., Suite 1205

New York, N.Y. 10036
Tel: 212-213-6069

www.nyseikatsu.com
◇

Publisher Ryoichi Miura
President Shigeru Hisamatsu
Vice President Jun Nishimura

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212)840 -6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス( JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人教
育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555

 公共サービス連絡先

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

先
日
、
ビ
ザ
申
請
で
ご
相
談

が
あ
っ
た
Ａ
さ
ん
か
ら
聞
い
た

シ
ョ
ッ
ク
な
話
を
お
伝
え
し
ま

す
。
そ
の
方
は
、
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
空
港
で
、
移
民
局
審
査
官
に

パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
た
と
こ

ろ
、
空
港
の
別
室
に
行
く
よ
う

に
指
示
を
さ
れ
、
そ
こ
で
携
帯

電
話
も
含
め
全
て
の
手
荷
物
の

中
身
を
調
べ
ら
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と

思
わ
れ
る
審
査
官
か
ら
、
何
を

し
て
い
る
の
か
、
何
の
目
的
が

あ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し
た

の
か
、
日
本
で
の
職
業
も
聞
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
年
齢
で
そ
の

職
務
に
就
く
こ
と
な
ど
で
き
な

い
は
ず
だ
、
と
も
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
審
査
官
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
Ａ
さ
ん
の
知
人
に

電
話
を
し
て
、
い
く
つ
か
の
質

問
を
し
、
４
時
間
以
上
の
拘
束

後
、
市
場
調
査
や
契
約
が
目
的

な
ら
ば
２
週
間
だ
け
で
良
い
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
、
２
週
間
の
み

滞
在
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
別

室
に
い
た
時
に
、
他
の
審
査
官

た
ち
の
話
し
が
聞
こ
え
て
き

て
、
１
人
の
審
査
官
が
自
分
は

先
週
５
名
の
日
本
を
含
め
ア
ジ

ア
か
ら
来
た
女
性
を
入
国
拒

否
、
強
制
送
還
さ
せ
た
と
言
っ

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
Ａ
さ

ん
が
後
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
調

べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
強

制
送
還
の
対
象
に
な
る
の
は
主

に
20 

代
か
ら
40
代
ぐ
ら
い
の

ア
メ
リ
カ
の
空
港
で
の
入
国
時
の

入
国
拒
否
、
強
制
送
還
の
急
増

が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
空

港
で
、
観
光
目
的
だ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
空
港
近
く
の
警
察

署
の
留
置
場
で
夜
を
明
か
し
た

後
に
入
国
を
拒
否
さ
れ
、
日
本

に
強
制
送
還
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
の
よ
う
で
、
風
俗
営
業
を

す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
来
た

こ
と
を
疑
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
の
申
請
や
ビ
ザ
取

得
の
申
請
用
紙
Ｄ
Ｓ
│
１
６
０

に
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
あ
り

ま
す
。

• Are you coming to the 
United States to engage in 
prostitution 

… ? 

（
売
春
行
為
を
す
る
た
め
に
ア

メ
リ
カ
に
来
た
の
で
す
か
？
）

　

日
本
で
の
風
俗
営
業
に
は
、

キ
ャ
バ
レ
ー
・
料
亭
・
ク
ラ

ブ
・
パ
チ
ン
コ
店
・
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
法
律
を

遵
守
し
て
い
る
行
為
で
あ
れ
ば

違
法
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
風
俗
営
業
を
直
訳
し
た

場
合
、adult-entertainment 

business 

と
な
り
、
ア
メ
リ

カ
を
含
め
他
の
国
で
も
売
春
と

見
な
さ
れ
さ
れ
や
す
い
で
す
。

今
年
の
７
月
に
グ
ラ
ビ
ア
ア
イ

ド
ル
だ
っ
た
福
田
ゆ
あ
さ
ん

ワ
イ
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
だ
け

で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

も
若
い
女
性
た
ち
が
出
稼
ぎ
で

く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

売
春
容
疑
だ
け
で
は
な
く
、

入
国
拒
否
・
強
制
送
還
に
あ
う

の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
出
産
目
的

で
入
国
す
る
の
で
は
な
い
か
と

疑
わ
れ
た
女
性
た
ち
で
す
。
米

国
合
衆
国
憲
法
修
正
第
14
条
で

認
め
ら
れ
て
い
るBirthright 

Citizenship 

（
出
生
地
主
義
）

の
も
と
で
、
た
と
え
両
親
が
ア

メ
リ
カ
で
の
移
民
法
上
の
ス
テ

ー
タ
ス
が
な
く
て
も
子
供
が
ア

メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
限
り
、
子

供
は
ア
メ
リ
カ
市
民
権
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

政
府
は
、
こ
の
出
産
目
的
で
ア

メ
リ
カ
に
入
国
す
る
こ
と
を
禁

止
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

20
代
か
ら
40
代
ぐ
ら
い
の
女

性
は
、
ア
メ
リ
カ
入
国
時
に
、

明
確
に
入
国
目
的
を
返
答
で
き

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
仮

に
な
ん
ら
か
の
嫌
疑
に
か
か
っ

た
場
合
、
審
査
官
の
質
問
に
返

答
で
き
る
方
を
見
つ
け
て
お
く

こ
と
も
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

　

日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
入
国

を
希
望
し
た
女
性
の
入
国
拒

否
、
強
制
送
還
は
、
５
、６
年

前
か
ら
ホ
ノ
ル
ル
や
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
の
空
港
で
ニ
ュ
ー
ス
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
売
春
容
疑
で
入
国
を
拒

否
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
日
本
の

円
安
で
、
３
ヶ
月
間
、
ア
メ
リ

カ
の
キ
ャ
バ
ク
ラ
な
ど
で
働
い

て
日
本
に
帰
国
す
れ
ば
、
簡
単

に
多
額
の
報
酬
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・

サ
イ
ト
に
は
、「
ア
メ
リ
カ
で

簡
単
に
高
額
収
入
が
得
ら
れ

る
！
」
な
ど
と
い
う
広
告
表
示

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
謳
い
文
句
で
、
ハ

横
浜
か
ら
平
和
の
使
者

小
中
学
生
4
人
が
来
米

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
通
り
に

フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
実
家
前

　

マ
ー
ベ
ル
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
の

ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
「
ス
パ
イ

ダ
ー
マ
ン
」扮
す
る
ピ
ー
タ
ー
・

パ
ー
カ
ー
を
記
念
し
、
ク
イ
ー

ン
ズ
区
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ヒ
ル
ズ

の
１
ブ
ロ
ッ
ク
が
12
日
、
公
式

に
「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
・
ウ
エ

ー
」（
イ
ン
グ
ラ
ム
・
ス
ト
リ

ー
ト
と
ア
ス
カ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ

ー
交
差
点
）
と
命
名
さ
れ
た
。

　

１
９
８
９
年
の
同
コ
ミ
ッ
ク

を
読
む
と
、
ピ
ー
タ
ー
が
同
居

す
る
メ
イ
叔
母
さ
ん
の
住
所
は

イ
ン
グ
ラ
ム
・
ス
ト
リ
ー
ト
20

番
地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

同
計
画
は
Ｎ
Ｙ
州
議
会
の
サ

ム
・
バ
ー
ガ
ー
下
院
議
員
が
支

援
を
表
明
し
、
リ
ン
・
シ
ュ
ル

マ
ン
Ｎ
Ｙ
市
議
会
議
委
員
の
支

持
を
得
て
、
７
月
30
日
執
行
の

１
０
３
か
所
の
Ｎ
Ｙ
市
内
の
通

り
や
公
共
広
場
を
命
名
す
る
Ｎ

Ｙ
市
法
の
１
か
所
と
し
て
認
め

ら
れ
た
。
ク
イ
ー
ン
ズ
の
情
報

サ
イ
ト
Ｑ
Ｎ
Ｓ
の
記
事
で
バ
ー

ガ
ー
同
議
員
は
「
ピ
ー
タ
ー
・

パ
ー
カ
ー
は
タ
ワ
マ
ン
に
住
む

億
万
長
者
で
も
な
け
れ
ば
、
宇

宙
か
ら
降
り
て
き
た
エ
イ
リ
ア

ン
で
も
な
い
。
彼
は
宿
題
も
あ

れ
ば
支
払
い
も
家
族
問
題
も
抱

え
る
ク
イ
ー
ン
ズ
在
住
の
普
通

の
男
子
で
、『
助
け
ら
れ
な
い
』

と
言
い
訳
は
で
き
る
の
に
、
必

ず
現
場
に
現
れ
る
」
と
称
賛
し

て
い
る
。
同
作
品
の
共
同
原
作

者
、
故
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
デ
ィ
ッ

コ
氏
の
甥
マ
ー
ク
・
デ
ィ
ッ
コ

さ
ん
も
式
典
に
出
席
し
た
。

　

横
浜
市
が
行
う
「
よ
こ
は
ま

子
ど
も
国
際
平
和
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
参
加
５
万
人
の

中
か
ら
市
長
賞
に
選
ば
れ
た
小

中
学
生
４
人
が
「
よ
こ
は
ま
子

ど
も
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ー
」と
し
て
こ
の
ほ
ど
来
米
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
を

訪
問
す
る
な
ど
し
て
国
際
平
和

活
動
を
行
っ
た
。
16
日
、
４
人

が
横
浜
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務

所
で
取
材
に
応
じ
た
。

 　
出
発
前
に
「
平
和
を
築
く

一
歩
と
な
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し

た
い
」
と
話
し
て
い
た
金
沢
中

学
校
の
山
口
瑚
都
さ
ん
は
「
５

秒
間
に
世
界
の
５
歳
未
満
の
子

供
が
１
人
亡
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
予

防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
。
派

遣
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と

は
、
行
く
前
は
平
和
に
関
す
る

仕
事
を
し
て
い
る
人
が
行
動
し

て
平
和
が
成
り
立
つ
と
思
っ
て

い
た
が
、
国
連
で
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
聞
い

た
と
こ
ろ
、
君
た
ち
は
も
う
や

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
小
中
学

生
で
も
意
識
さ
え
す
れ
ば
た
く

さ
ん
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
だ

と
知
っ
た
。
環
境
に
も
通
じ
る

が
、
Ｎ
Ｙ
の
街
の
ゴ
ミ
、
滞
在

し
た
ホ
テ
ル
に
も
リ
サ
イ
ク
ル

設
備
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も

意
識
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と

感
じ
た
。
Ｎ
Ｙ
に
つ
い
て
の
印

象
は
、
い
ろ
ん
な
人
種
の
人
が

い
る
こ
と
、
Ｎ
Ｙ
に
は
い
ろ
ん

な
格
好
の
人
が
歩
い
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
象
徴
し
て

い
る
こ
と
、
多
様
性
、
文
化
の

尊
重
を
感
じ
た
」。

　
「
誰
か
の
行
動
に
つ
な
が
る

き
っ
か
け
を
作
り
た
い
」
と
話

し
て
い
た
岩
崎
中
学
校
の
長
澤

蘭
さ
ん
は
「
水
の
大
切
さ
、
リ

ユ
ー
ス
す
る
こ
と
で
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
全
力
で
や
り
た

い
。
こ
ち
ら
で
得
た
学
習
成
果

を
日
本
に
持
ち
帰
り
横
浜
全
体

に
広
め
る
の
が
自
分
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
（
使
命
）
だ
と
思
っ
て
い

る
。
国
連
国
際
学
校
で
は
、
日

本
の
授
業
よ
り
も
紙
を
多
く
使

っ
て
い
て
驚
い
た
。
商
品
に
貼

ら
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
の
マ
ー
ク

は
日
本
の
方
が
多
い
が
、
ア
メ

リ
カ
で
の
再
利
用
の
状
況
を
も

っ
と
確
か
め
た
か
っ
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
印
象
は
、
バ
ス
の

窓
か
ら
眺
め
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ビ
ル
の
景
色
が
美
し
か
っ

た
。
地
震
や
自
然
災
害
が
な
い

せ
い
か
、
建
物
が
可
愛
い
し
、

地
下
鉄
や
バ
ス
も
利
用
者
の
背

丈
に
合
わ
せ
て
天
井
が
高
い
の

に
驚
い
た
」。

　
「『
平
等
』
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

話
し
て
い
た
横
濱
中
華
學
院
の

野
城
（
や
し
ろ
）
英
（
は
な
）

さ
ん
は
「
無
意
識
に
差
別
を
し

て
し
ま
っ
た
体
験
、
経
験
か
ら

学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
活
用

し
た
い
。
平
等
、
逆
差
別
に
つ

い
て
国
連
の
人
が
ど
う
対
応
し

て
い
る
の
か
、
１
週
間
の
Ｎ
Ｙ

派
遣
で
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
知
識

や
体
験
を
他
の
行
け
な
か
っ
た

人
に
も
伝
え
た
い
し
、
そ
れ
は

大
人
に
な
っ
て
も
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
う
。
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
国

際
社
会
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
は

平
和
な
方
だ
。
職
場
や
社
会
に

男
女
差
別
は
あ
る
が
、
人
種
差

別
は
少
な
い
と
思
う
。
Ｎ
Ｙ
で

タ
ク
シ
ー
２
台
に
分
乗
す
る
時

に
車
が
捕
ま
ら
ず
困
っ
て
い
る

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
が
助
け

て
く
れ
て
親
切
だ
と
思
っ
た
」。

　
「
身
近
な
優
し
さ
に
気
付
け

る
人
が
増
え
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
若
葉
台
小

学
校
の
村
野
芽
依
子
さ
ん
は

「
親
切
や
平
和
は
周
囲
の
優
し

さ
か
ら
く
る
も
の
で
、
受
け
た

優
し
さ
を
分
か
ち
合
い
た
い
と

思
う
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
視
点

で
平
和
を
学
ん
で
き
た
が
、
Ｎ

Ｙ
派
遣
で
世
界
の
視
点
か
ら
の

平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
。
世
界
の
方
が
、
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
を
見
て
い
る
。
日
本

以
外
の
国
か
ら
見
た
平
和
の
実

感
が
湧
い
た
。
こ
れ
を
見
れ
な

か
っ
た
人
に
帰
国
後
伝
え
て
い

く
こ
と
を
考
え
る
と
気
が
引
き

締
ま
る
思
い
だ
」
と
そ
れ
ぞ
れ

の
体
験
と
成
果
を
語
っ
た
。

山
口
瑚
都
さ
ん

長
澤
蘭
さ
ん

野
城 

英
さ
ん

村
野
芽
依
子
さ
ん

横
浜
市
Ｎ
Ｙ
事
務
所
で
取
材
に
応
じ
た
４
人

Photo: Ryoichi M
iura

https://www.hakubainyc.com/
mailto:hoshuko@jwsny.org
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
港
湾
局
は
10
月
15
日

か
ら
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
全
面
改
修
工
事
に
伴
い
、
リ

ン
カ
ー
ン
・
ト
ン
ネ
ル
を
経
由

し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
か

ら
到
着
す
る
バ
ス
の
走
行
経
路

を
変
更
す
る
。
約
１
１
０
億
ド

ル
を
投
じ
る
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
建

設
計
画
の
一
環
で
、
工
事
は
昨

年
着
工
し
、
完
成
は
２
０
３
５

年
ま
で
見
込
ま
れ
て
い
な
い
。

　

経
路
変
更
で
は
、ダ
イ
ア
ー
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
を
通
っ
て
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
向
か
う
バ
ス
は
、
従
来

の
ラ
ン
プ
の
一
部
を
通
過
し
た

後
、
ウ
エ
ス
ト
39
丁
目
へ
の
ス

リ
ッ
プ
ラ
ン
プ
に
迂
回
。
39
丁

目
を
西
進
し
、
10
番
街
付
近
の

ラ
ン
プ
か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
向

か
う
。
朝
の
バ
ス
専
用
レ
ー
ン

（
Ｘ
Ｂ
Ｌ
）
は
今
回
の
変
更
の

対
象
外
と
な
る
。

　

ま
た
、
市
交
通
局
は
バ
ス
の

渋
滞
緩
和
策
と
し
て
、
9
番
街

と
10
番
街
の
間
の
ウ
エ
ス
ト
39

丁
目
で
一
般
車
両
の
通
行
を
大

幅
に
規
制
す
る
。
沿
道
の
事
業

所
へ
の
車
両
や
自
転
車
、
歩
行

者
は
引
き
続
き
通
行
で
き
る

が
、
自
転
車
レ
ー
ン
と
歩
道
の

位
置
は
南
側
へ
移
さ
れ
る
。

　

港
湾
局
は
、
特
に
平
日
の
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
に
遅
延
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、

利
用
者
に
時
間
の
余
裕
を
持
っ

た
移
動
と
、
各
バ
ス
会
社
を
通

じ
た
最
新
情
報
の
確
認
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

ポ
ー
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
工
事

バ
ス
通
勤
の
遅
延
に
注
意

　

Ｎ
Ｊ
州
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ

に
在
住
ま
た
は
仕
事
の
拠
点
が

あ
る
日
本
人
た
ち
で
構
成
さ
れ

る
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
カ
ル
チ

ュ
ラ
ル
・
リ
ー
グ
・
オ
ブ
・
ジ

ャ
ー
ジ
ー
・
シ
テ
ィ
（
Ｊ
Ｃ
Ｌ

Ｊ
Ｃ
）」
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ

テ
ィ
市
の
文
化
課
と
共
催
で
、

今
年
で
６
年
目
と
な
る
「
日
本

文
化
の
日
記
念
式
典
」
を
、
同

市
市
庁
舎
内
の
市
議
会
議
場
で

11
月
６
日
（
金
）
の
午
後
３
時

30
分
か
ら
開
催
す
る
。

　

当
日
は
、
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ

「
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
（
鼓
舞
）」
に
よ
る

迫
力
あ
る
太
鼓
演
奏
や
、
西
岡

翼
氏
率
い
るFeathers Dance 

Company

に
よ
る
、
日
本
の

伝
統
芸
「
二
人
羽
織
」
か
ら
着

想
を
得
た
舞
踊
が
披
露
さ
れ

る
。
ま
た
、
式
典
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
は
、
市
庁
舎
の
バ
ル
コ
ニ

ー
で
ア
メ
リ
カ
国
旗
と
共
に
日

本
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
る
。
同
式

典
へ
の
参
加
は
無
料
。

　

詳

細

は
、Facebook 

/ In
stag

ram
 @

japaneseculturalleague 

で
。

日
本
文
化
の
日

Ｎ
Ｊ
州
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
の
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｊ
Ｃ

第
6
回
記
念
式
典
11
月
６
日
に

王様はいらない
期
日
前
投
票
呼
び
か
け

全
米
各
地
で
市
民
集
会

横
浜
市
Ｎ
Ｙ
事
務
所
で
取
材
に
応
じ
た
４
人

「
王
様
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
る
市
民

（
17
日
午
後
、
Ｎ
Ｙ
市
ワ
シ
ン
ト
ン
広
場
で
、
撮
影
・
三
浦
良
一
） 　

11
月
３
日
の
米
中
間
選
挙
ま

で
２
週
間
余
り
と
な
っ
た
10
月

17
日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
政

策
に
抗
議
す
る
「
ノ
ー
・
キ
ン

グ
ス
（
王
は
い
ら
な
い
）」
運

動
の
集
会
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
は
じ
め
全
米
各
地
で
開
か
れ

た
。
今
回
は
従
来
の
抗
議
活
動

に
加
え
、
中
間
選
挙
へ
の
投
票

を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

期
日
前
投
票
は
10
月
24
日
か
ら

11
月
１
日
ま
で
の
９
日
間
と
な

っ
て
い
る
。（
１
面
に
記
事
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ス
ク
エ
ア
公
園
に
多
く
の
市
民

が
集
ま
り
、
演
説
や
音
楽
な

ど
を
通
じ
て
投
票
を
呼
び
か

け
た
。
Ｎ
Ｙ
市
の
ジ
ュ
マ
ー

ニ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
市
政
監
督

官
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ド
ボ
ケ

イ
ト
）
も
参
加
し
、「
投
票
で

す
べ
て
を
解
決
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
前
進
す
る
た
め
に

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
段

だ
」
と
訴
え
た
。
こ
の
ほ
か
、

ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
ア
ス
ト
リ
ア

や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
の
グ
リ
ー

ン
ポ
イ
ン
ト
な
ど
市
内
５
区
の

各
地
で
も
集
会
や
投
票
促
進
活

動
が
行
わ
れ
た
。

　

主
催
者
側
は
今
回
、
特
定
政

党
や
候
補
者
を
支
持
し
な
い

「
非
党
派
」
の
立
場
を
掲
げ
た

も
の
の
、
各
地
の
集
会
で
は
ト

ラ
ン
プ
政
権
へ
の
批
判
が
相
次

ぎ
、
反
ト
ラ
ン
プ
運
動
と
し
て

の
性
格
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

中
間
選
挙
で
は
連
邦
議
会
の

上
下
両
院
の
多
数
派
争
い
が
焦

点
と
な
る
。
下
院
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
選
出
の
26
議
席
を
含
む

全
４
３
５
議
席
が
改
選
さ
れ

る
。
現
在
、
共
和
党
２
１
８
議

席
、
民
主
党
２
１
４
議
席
と
僅

差
で
、
複
数
の
接
戦
区
で
は
民

主
党
寄
り
に
情
勢
評
価
が
変
更

さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
共
和
党
53
議
席
、
民

主
党
系
47
議
席
の
上
院
で
は
、

１
０
０
議
席
の
う
ち
35
議
席
が

改
選
さ
れ
る
。
民
主
党
が
多
数

派
奪
還
に
必
要
な
４
議
席
を
増

や
せ
る
か
が
焦
点
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
知
事

選
挙
も
行
わ
れ
る
。
民
主
党
現

職
の
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知

事
（
68
）
と
共
和
党
の
ブ
ル
ー

ス
・
ブ
レ
イ
ク
マ
ン
氏
（
71
）

が
争
い
、
10
月
上
旬
の
マ
リ
ス

ト
大
学
の
世
論
調
査
で
は
、
ホ

ウ
ク
ル
氏
が
53
％
対
42
％
で
リ

ー
ド
。
一
方
、
別
の
調
査
で
は

差
が
３
ポ
イ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
移
民
政
策
や
生
活
費

の
高
騰
、
治
安
対
策
な
ど
が
主

要
争
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
抗
議
運
動
が
実
際
の

投
票
行
動
に
ど
こ
ま
で
つ
な
が

る
か
注
目
さ
れ
る
。

　

ノ
ー
・
キ
ン
グ
ス
運
動

は
、
草
の
根
政
治
団
体
イ
ン

デ
ィ
ビ
ジ
ブ
ル
や
市
民
運
動

「
５
０
５
０
１
」、
米
自
由
人
権

協
会
（
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
）
な
ど
が
参

加
す
る
「
ノ
ー
・
キ
ン
グ
ス
連

合
」
が
主
導
。
昨
年
６
月
に
始

ま
り
、今
回
で
４
回
目
と
な
る
。

全
米
50
州
で
２
５
０
０
以
上
の

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
、「
ノ

ー
・
キ
ン
グ
ス
、
期
日
前
投
票

を
」
を
合
言
葉
に
、
有
権
者
の

参
加
を
促
し
た
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る

日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
に
よ

る
熊
本
地
震
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
「NY Theatre 

for Kumamoto

」
が
10
月
24

日
（
土
）
午
後
6
時
か
ら
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ

Ａ
・
西
45
丁
目
49
番
地
5
階
）

で
開
催
さ
れ
る
。
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
ブ
ラ
ン
ド
「SHOW

BIZIA

」

が
主
催
し
、
Ｎ
Ｙ
で
活
動
す
る

歌
手
や
俳
優
、
ダ
ン
サ
ー
ら
が

多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
す
る
。

　

企
画
し
た
の
は
、
Ｎ
Ｙ
で
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ア
タ
ー
を
学
び

な
が
ら
、
舞
台
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

に
も
取
り
組
む
中
河
菜
々
子
。

遠
く
離
れ
た
Ｎ
Ｙ
か
ら
、
舞
台

芸
術
を
通
じ
て
熊
本
を
支
援
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
実
現
し

た
。
会
場
で
は
熊
本
の
現
地
写

真
や
情
報
を
紹
介
す
る
ほ
か
、

抽
選
会
や
軽
食
、
出
演
者
と
の

交
流
会
も
予
定
。
集
ま
っ
た
支

援
金
は
Ｊ
Ａ
Ａ
を
通
じ
て
被
災

地
支
援
に
届
け
ら
れ
る
。

　

出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
網

永
真
夏
、
井
上
道
子
、
小
野

功
司 

、
上
林
龍
、
黒
木
璃
七
、

高
山
ま
り
、
橋
本
菜
摘
、
前
嶋

利
奈 

、Daniel Leibovic

（
五
十

音
順
）
出
演
者
お
よ
び
内
容
は

予
告
な
く
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
る
。

　

開
演
は
午
後
６
時
（
5
時
40

分
開
場
）。
参
加
費
は
任
意
で
、

推
奨
寄
付
額
は
40
ド
ル
。
参
加

申
し
込
み
は
事
前
予
約
の
こ

とhttps://showbizia.com/
kumamoto-seat 

参
照
。

ブロードウエーで活躍する
日本人アーティストが集結
熊本地震支援チャリティーコンサート
ニューヨーク日系人会で 24日

https://www.kawai-juku.ac.jp/kikoku/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://showbizia.com/kumamoto-seat
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「
い
つ
か
日
本
に
帰
っ
て
暮

ら
し
た
い
」「
相
続
し
た
実
家

を
ど
う
し
よ
う
」。
Ｎ
Ｙ
で
暮

ら
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
思
い
を

抱
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
帰
国
後
の
住
ま
い
。

高
齢
の
単
身
者
や
海
外
か
ら
帰

国
す
る
方
の
場
合
、
賃
貸
住
宅

へ
の
入
居
に
あ
た
っ
て
、
家
賃

の
支
払
い
能
力
や
緊
急
時
の
連

絡
先
、
保
証
の
方
法
な
ど
が
課

題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
は
、
高
齢
者
な
ど
の
入
居
を

拒
ま
な
い
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
住
宅
」な
ど
の
制
度
も
あ
り
、

保
証
人
の
確
保
が
難
し
い
場
合

で
も
、
家
賃
債
務
保
証
会
社
や

居
住
支
援
法
人
を
利
用
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
帰
国
し
て

か
ら
探
す
の
で
は
な
く
、
帰
国

前
か
ら
生
活
費
や
住
む
地
域
、

保
証
の
方
法
を
整
理
し
、
不
動

産
会
社
に
相
談
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

次
に
、
相
続
し
た
実
家
。
す

ぐ
に
売
る
と
決
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
空
き
家
の
ま
ま

放
置
す
る
と
老
朽
化
や
防
犯
の

問
題
が
生
じ
ま
す
。
当
社
で
は

２
０
２
６
年
か
ら
、
空
き
家
に

付
随
す
る
駐
車
場
を
借
り
上

げ
、
そ
の
賃
料
を
管
理
費
に
充

て
る
「
0
円
空
き
家
管
理
サ
ー

ビ
ス
」
を
全
国
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
不
動
産
売
却
に
お
い

て
も
、
在
住
の
ま
ま
売
却
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
が
、
原
則
と

し
て
売
買
代
金
の
10
・
21
％
が

源
泉
徴
収
さ
れ
る
な
ど
注
意
点

も
多
く
、
司
法
書
士
や
税
理
士

と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
親
御
さ
ん
が
施
設

に
入
居
す
る
と
実
家
は
空
き
家

に
な
り
、
片
付
け
、
売
却
、
相

続
と
悩
み
が
一
気
に
押
し
寄
せ

ま
す
。

　
「
実
家
の
相
談
窓
口 

じ
つ
ま

ど
」
は
、
見
守
り
、
家
族
信
託
、

身
元
保
証
、
片
付
け
、
空
き
家

管
理
、
不
動
産
売
買
な
ど
、
実

家
に
ま
つ
わ
る
困
り
ご
と
を
一

つ
の
窓
口
で
受
け
止
め
、
必
要

な
専
門
家
に
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
私
た
ち
は
「
不
動
産
を

売
る
会
社
」
で
は
な
く
、「
実

家
の
こ
と
を
最
初
に
相
談
で
き

る
窓
口
」
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
海
の
向
こ
う
か
ら

で
も
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

海
の
向
こ
う
か
ら
、
日
本
の
実
家
と
住
ま
い
を
考
え
る

（連載 6）

マークスライフ株式会社

笹尾 里枝

実家の困り事は
　　一つの窓口へ

Memento Mori in NYC
The Art of 
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11月 5日・6日　10:00～ 19:00

RESOBOX（91E 3rd St）
www.mementomori-nyc.com

チケット購入はウェブサイトから
https://resobox.com/events/

プロフィール＝笹尾里枝（さ
さお・りえ）マークスライフ
株式会社 専務取締役。新卒で
スターツコーポレーション株
式会社に入社し、売買営業、
ピタットハウス店長、人事部
での採用・教育を経験。上海
への海外赴任では営業マネー
ジャーを務め、北京へ留学後、
フランス系企業で日系顧客向
け営業マネージャーとして勤
務。タイ・バンコクへの移住
を含め、海外居住歴は 13 年に
及ぶ。帰国後は不動産投資会
社で仲介営業に従事。2019 年
に株式会社 NIKKEI MARKS（現
マークスライフ株式会社）へ
入社。現在は専務取締役とし
て、不動産に関する幅広い知
識と、自身の実体験を生かし
ながら幅広い業務に携わって
いる。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
し
て

い
る
と
、
読
み
方
の
わ
か
ら
な

い
名
前
に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま

す
。
発
音
を
尋
ね
る
の
は
恥
ず

か
し
い
、
と
た
め
ら
う
人
も
い

る
で
し
ょ
う
。
実
は
私
た
ち
日

本
人
も
、
英
語
で
自
分
の
名
前

を
ど
う
発
音
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

約
30
年
前
、
私
も
発
音
を
教

わ
っ
て
い
た
ミ
リ
ア
ム
先
生
に

尋
ね
ま
し
た
。「
私
の
名
前
は
、

英
語
で
は
ど
う
発
音
す
る
の
で

す
か
？
」

　

先
生
は
「
あ
な
た
自
身
の
名

前
で
し
ょ
う
？ 

自
分
で
決
め

て
い
い
の
よ
。
日
本
語
で
は
ど

う
言
う
の
？
」
と
聞
き
返
し
ま

し
た
。

　

私
が
答
え
る
と
、「
英
語
で

は
少
し
難
し
い
響
き
ね
。
私
な

ら
２
音
節
目
を
強
く
す
る
わ
」。

そ
し
て
、Anita

の
よ
う
な
リ

ズ
ム
でHaruka

と
呼
ん
で
く

れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
と
き
私
は
、
名
前
の
響

き
は
言
語
に
よ
っ
て
少
し
変
わ

っ
て
も
、
自
分
が
ど
う
呼
ば
れ

た
い
か
は
、
自
分
で
選
ん
で
よ

い
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

相
手
の
名
前
を
母
語
と
ま
っ

た
く
同
じ
音
で
再
現
す
る
の

は
、難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
尋
ね
、
耳

を
澄
ま
せ
、
そ
の
人
の
響
き
に

少
し
で
も
近
づ
こ
う
と
す
る
。

第
12
回　

名
前
は
、
そ
の
人
へ
の
最
初
の
贈
り
も
の

̶
 

あ
な
た
の
名
前
を
、
あ
な
た
の
音
で
呼
び
た
い ̶

　

名
前
を
丁
寧
に
呼
ぶ
こ
と

は
、
そ
の
人
自
身
を
大
切
に
す

る
こ
と
。
発
音
が
完
璧
で
な
く

て
も
、
相
手
を
知
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
伝
わ
り
ま
す
。
そ

ん
な
小
さ
な
歩
み
寄
り
が
、
言

葉
や
文
化
の
違
い
を
越
え
た
友

情
の
第
一
歩
に
な
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ
：
ス
ラ
イ

ド
メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。

著
書
『
最
強
英
語
発
音
メ
ソ

ッ
ド
』。
発
音
教
育
を
通
し

て
、
人
が
「
聴
く
力
」
と
「
声

で
つ
な
が
る
力
」
を
取
り
戻

す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
。

slidemethod.com

人
間
の
無
限
の
可
能
性
を

追
求
す
る

も
う
ダ
メ
だ
と
い
う
と
き
が

仕
事
の
は
じ
ま
り

　

仕
事
に
お
い
て
新
し
い
こ
と

を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
人
は
、
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
の

　

も
の
ご
と
を
成
し
遂
げ
て
い

く
も
と
は
、
才
能
や
能
力
と
い

う
よ
り
、
そ
の
人
の
も
っ
て
い

る
熱
意
や
情
熱
、
さ
ら
に
は
執

で
き
る
人
で
す
。
現
在
の
能
力

を
も
っ
て
「
で
き
る
、
で
き
な

い
」
を
判
断
し
て
し
ま
っ
て
は
、

念
で
す
。
す
っ
ぽ
ん
の
よ
う
に

食
ら
い
つ
い
た
ら
離
れ
な
い
と

い
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
う
ダ
メ
だ
、
と
い
う

52

新
し
い
こ
と
や
困
難
な
こ
と
な

ど
で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
の
能
力
は
、
努
力
し
続
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
無
限
に
拡
が

る
の
で
す
。

　

何
か
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

ま
ず
「
人
間
の
能
力
は
無
限
で

あ
る
」と
い
う
こ
と
を
信
じ
、「
何

と
し
て
も
成
し
遂
げ
た
い
」
と

い
う
強
い
願
望
で
努
力
を
続
け

る
こ
と
で
す
。
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
京
セ
ラ
が
世
界
の
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
こ
と
の
証
明
で
す
。

常
に
自
分
自
身
の
も
つ
無
限
の

可
能
性
を
信
じ
、
勇
気
を
も
っ

て
挑
戦
す
る
と
い
う
姿
勢
が
大

切
で
す
。

と
き
が
本
当
の
仕
事
の
は
じ
ま

り
な
の
で
す
。

　

強
い
熱
意
や
情
熱
が
あ
れ

ば
、
寝
て
も
覚
め
て
も
四
六
時

中
そ
の
こ
と
を
考
え
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
願
望
は
潜
在
意
識
へ
浸
透

し
て
い
き
、
自
分
で
も
気
づ
か

な
い
う
ち
に
、
そ
の
願
望
を
実

現
す
る
方
向
へ
と
身
体
が
動
い

て
い
っ
て
、
成
功
へ
と
導
か
れ

る
の
で
す
。

　

す
ば
ら
し
い
仕
事
を
成
し
遂

げ
る
に
は
、
燃
え
る
よ
う
な
熱

意
、
情
熱
を
も
っ
て
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
に
粘
り
抜
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

勉強会への参加、入塾に興味のある方
＜連絡先＞

info@zabuton-usa.com ( 内海 )

盛心塾ニューヨーク
www.seishinjukuny.org

https://nihon-kikoku.com/
http://myriverside.net/home
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
mailto:info@zabuton-usa.com
http://www.seishinjukuny.org
http://www.mementomori-nyc.com
https://resobox.com/events/
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Job Hugging 仕事への「しがみつき」
　アメリカの金融や情報産業
など ホワイトカラー職場にお
ける最近の動向を示す言葉の
一つが Job Hugging。仕事を
Hug （抱きしめる）とは、「そ

の仕事にとにかくしがみつく」ことを意味します。　
仕事に満足してはいないが、飛び出して職を探すの

はリスクが高すぎるので、様子を見ようとHugする
のです。実際、労働に関する調査会社の統計による
と、アメリカの転職率は今年の初め９年ぶりの低さ
を記録しました。　経済・雇用情勢の先行きが見え
ないことがその背景にあるのでしょう。　とりわけ、
AIの急激な浸透が職場に与える衝撃は、そして社会
全体の雇用に与える影響は・・・と多くの人が経済

 【315】

　

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム「
米
語W

atch

」の
単
行
本
第
２
弾『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好
評

発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

　

日
本
企
業
の
シ
ス
テ
ム
に
不

正
ア
ク
セ
ス
が
相
次
い
で
い
る

問
題
で
、
日
本
経
済
新
聞
社
が

利
用
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

も
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
16

日
時
点
で
約
１
８
３
万
件
の
個

人
情
報
が
漏
洩
し
た
と
同
社
が

公
表
し
た
。
同
社
に
よ
る
と
氏

名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
住
所
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
の
い
ず

れ
か
が
含
ま
れ
る
個
人
情
報
が

約
15
万
件
漏
洩
し
、
こ
の
う
ち

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
含
ま
れ
る

の
が
約
12
万
件
だ
っ
た
。
単
体

で
は
個
人
を
特
定
で
き
な
い
識

別
子
（
社
内
で
顧
客
を
管
理
す

る
た
め
に
使
用
し
て
い
る
も

の
）の
み
が
約
１
６
８
万
件
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
は
含

ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

海
外
、
と
り
わ
け
米
国
で
日

本
経
済
新
聞
電
子
版
を
定
期
購

読
し
て
い
る
読
者
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
同
社
の
「
お
問
い
合

わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
で
次
の
よ
う

な
質
問
を
し
た
。

　
「
米
国
で
日
本
経
済
新
聞
電

子
版
を
定
期
購
読
し
て
い
ま
す

が
、
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
の
個
人

情
報
も
流
出
し
ま
し
た
か
？　

電
子
版
購
読
者
が
知
っ
て
お
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
対

応
方
法
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
」（
問
い
合
わ
せ
イ
ン
シ

デ
ン
ト
番
号　

：　

261017-
000007

）。

　

こ
れ
に
対
し
同
社
か
ら
次
の

よ
う
な
回
答
が
翌
日
送
ら
れ
て

き
た
。

　
「
当
社
は
個
人
情
報
保
護
委

員
会
に
11
日
に
報
告
し
、
侵
害

を
受
け
た
範
囲
や
漏
洩
し
た
個

人
情
報
を
精
査
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ

ス
す
る
た
め
の
認
証
情
報
が
何

ら
か
の
手
段
で
窃
取
さ
れ
ま
し

た
。
7
日
未
明
か
ら
朝
に
か
け

て
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
ク

ラ
ウ
ド
上
に
保
管
し
て
い
た
個

人
情
報
が
漏
洩
し
ま
し
た
。
当

社
は
不
正
ア
ク
セ
ス
に
使
わ
れ

た
認
証
情
報
を
無
効
に
し
ま
し

た
。
漏
洩
し
た
個
人
情
報
が
悪

用
さ
れ
る
な
ど
の
二
次
被
害
や

日
経
の
シ
ス
テ
ム
停
止
・
デ
ー

タ
改
ざ
ん
な
ど
の
異
常
は
16
日

時
点
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
関
係
す
る
方
々
に
ご
迷
惑

と
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
こ
と
を
深
く
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。
個
人
情
報
の
漏
洩

が
確
認
さ
れ
た
方
に
は
個
別
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
被
害

状
況
の
把
握
や
原
因
究
明
を
急

ぐ
と
と
も
に
必
要
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
強
化
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。〈
本
件
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
先
〉
お
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ムhttps://

support.nikkei.com/app/
ask_2301/p19

と
あ
り
、
具
体
的
に
本
紙
か
ら

質
問
し
た
電
子
版
購
読
に
関
す

る
回
答
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
再
度
同
社
広
報
室
に

Ｅ
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
日
本
経
済

新
聞
朝
刊
の
販
売
部
数
（
日

本
Ａ
Ｂ
Ｖ
協
会
公
査
）
と
今

年
１
月
１
日
時
点
の
「
電
子

版
」
有
料
会
員
数
と
の
合
計
は

２
３
１
万
６
９
２
０
部
あ
り
、

こ
の
う
ち
電
子
版
有
料
会
員
数

は
、
１
０
６
万
２
６
６
６
６
。

電
子
版
被
害
は
「
現
時
点
で
漏

洩
を
確
認
し
て
い
る
の
は
、
氏

名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
住
所
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
の
い
ず

れ
か
が
含
ま
れ
る
個
人
情
報
約

15
万
件
と
、
単
体
で
は
個
人
を

特
定
で
き
な
い
識
別
子
の
み
約

１
６
８
万
件
」
と
全
体
の
被
害

内
容
と
同
じ
回
答
だ
っ
た
。

日
本
経
済
新
聞
社

個
人
情
報
１
８
３
万
件
流
出

電
子
版
定
期
購
読
者
へ
の
影
響
は
？

　

今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
ペ
ッ

ト
犬
の
衣
装
の
売
り
上
げ
は
総

額
10
億
ド
ル
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
が
、
全
米
小
売
業
協
会
（
Ｎ

Ｒ
Ｆ
）
が
毎
年
行
っ
て
い
る
消

費
者
調
査
で
分
か
っ
た
。

　

同
団
体
は
今
年
９
月
１
日

か
ら
９
日
に
、
米
国
在
住
の

７
８
８
９
人
を
対
象
に
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
の
買
い
物
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
今

物
価
高
で
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
熱
は
上
昇

ペ
ッ
ト
犬
衣
装
売
上
推
定
10
億
ド
ル

年
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
の
た
め
の
買
い
物
を

９
月
に
始
め
る
」
と
回
答
し
た

の
は
49
％
で
、
２
０
１
６
年
の

34
％
比
で
15
％
増
と
年
々
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
愛
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
早
く
か
ら
買
い

物
を
始
め
る
理
由
と
し
て
は
、

42
％
が
「
秋
が
楽
し
み
だ
か

ら
」、
34
％
が
「
大
好
き
な
ホ

リ
デ
ー
の
ひ
と
つ
だ
か
ら
」
と

答
え
て
い
る
。「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

を
祝
う
」
は
昨
年
比
１
％
増
の

74
％
、「
お
菓
子
を
配
る
」
は

61
％
、「
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着

る
」
は
50
％
、「
家
や
庭
を
飾

る
」
は
42
％
、「
カ
ボ
チ
ャ
を

彫
る
」
は
42
％
、「
ホ
ラ
ー
映

画
を
観
る
」
は
42
％
だ
っ
た
。

１
人
当
た
り
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

予
算
は
昨
年
比
69
セ
ン
ト
増
の

推
定
１
１
５
・
14
ド
ル
、
予
算

が
オ
ー
バ
ー
し
そ
う
に
な
っ
た

場
合
の
対
策
は
、
31
％
が
「
比

較
購
買
す
る
」、
26
％
は
「
ク

ー
ポ
ン
や
セ
ー
ル
を
検
索
す

る
」、
ま
た
34
％
は
「
将
来
ま

た
使
え
る
商
品
を
買
う
」
と
し

て
い
る
。

　

購
入
店
に
関
し
て
は
「
デ
ィ

ス
カ
ウ
ン
ト
店
」
が
最
多
の
39

％
、
次
い
で
32
％
「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
／
衣
装
専
門
店
」、27
％
「
ネ

ッ
ト
通
販
」、
そ
し
て
「
地
元

の
小
売
店
」
人
気
が
近
年
上
が

っ
て
お
り
過
去
10
年
で
約
倍
増

の
13
％
だ
っ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
買
い
物
に
「
Ａ
Ｉ
に
相
談
す

る
」
は
47
％
で
、
目
的
は
34
％

が
「
計
画
」、
32
％
が
「
お
す

す
め
の
商
品
」
だ
っ
た
。

の将来に大きな不安を覚えています。
 
　勿論、ただ様子を見るだけでなく、Quiet Quitting
をして、「仕事をしながらも静かに手を抜いて」自分
の時間を作る人も多いでしょう。　その中には、自
分の得意なGig （ちょい仕事）をサイドで行いながら
Huggingを続ける人も少なくないでしょう。
 　数年前には新しい仕事を求めて大量の人が職場を
去るGreat Resignation という言葉が流行りましたが、
それは過去のものです。　アメリカの株価は高い水
準を保っていますが、ホワイトカラー層の仕事は厳
しいものになりつつあります。このような状況下に
おいて、会社経営者は、社員の離職率が低いからと
いって安心できません。社員が本当に仕事に満足し
働いているのか、もしくは不満ながらも Job Hugging
しているのかを見極め、業務の生産性と社員の満足
度の向上に最善を尽くさなければならないのです。 
（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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東
京
都
と
一
般
社
団
法
人
東

京
国
際
金
融
機
構
（FinCity.

Tokyo

）
は 

10 

月 

15 

日
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ヒ
ル
ト
ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
国
際
金
融
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
た
。
日
本
政
府
が
推
進

す
る

　
「
資
産
運
用
立
国
」
構
想
を

背
景
に
、
持
続
可
能
（
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
）
な
経
済
成
長
と
、
東

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
東
京
金
融
改
革
へ

Ｎ
Ｙ
で
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

京
の
国
際
金
融
都
市
と
し
て
の

発
展
に
つ
い
て
、
日
米
の
金
融

関
係
者
や
投
資
家
が
意
見
を
交

わ
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
な
ぜ
東

京
か
、
な
ぜ
今
な
の
か
」。
小

池
百
合
子
東
京
都
知
事
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
続
き
、
元 

Ｓ
＆
Ｐ 

グ
ロ
ー
バ
ル
副
会
長

の
ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド
氏
が
、

日
本
企
業
の
経
営
の
透
明
性
や

企
業
統
治
の
改
革
に
つ
い
て

基
調
講
演
し
た
。 

日
本
で
は
、

新 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ 

な
ど
を
通
じ
て

資
産
形
成
が
広
が
る
な
か
、
国

民
の
貯
蓄
を
企
業
の
成
長
に
つ

な
が
る
投
資
へ
と
振
り
向
け
る

政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

金
融
庁
の
伊
藤
豊
長
官
、
日
本

資
産
運
用
業
協
会
の
菱
田
賀
夫

会
長
ら
が
参
加
し
た
討
論
で

は
、
資
産
運
用
産
業
の
発
展

が
議
題
と
な
っ
た
。
菱
田
氏

は
、
資
産
運
用
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
や
仕
組
み
へ
の
新
規
参

入
を
歓
迎
す
る
姿
勢
を
示
し

た
。
ま
た
、
日
本
企
業
の
人
材

育
成
や
能
力
向
上
な
ど
、
人
的

資
本
へ
の
投
資
の
重
要
性
も
話

題
と
な
っ
た
。 

「
変
化
す
る
世

界
の
金
融
秩
序
と
東
京
の
役

割
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
討
論
に

は
、FinCity.Tokyo 

の
中
曽

宏
会
長
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ワ
イ
ン
ス
タ
イ

ン
教
授
、
東
京
国
際
金
融
機
構

（FinCity.Tokyo

）
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
の
林
礼
子
氏
が
登
壇
し

た
。

　

林
礼
子
氏
は
、
日
本
の
金
融

市
場
に
は
さ
ら
に
発
展
す
る
余

地
が
あ
る
と
し
、
個
人
や
企
業

も
含
め
て
投
資
の
機
会
を
広
げ

る
重
要
性
に
言
及
。
投
資
市
場

に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。 

さ

ら
に
、
世
界
最
大
級
の
公
的
年

金
基
金
で
あ
る 

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
戦
略
や
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
生
み
出

す
新
た
な
投
資
機
会
、
米
国
の

富
裕
層
に
よ
る
日
本
へ
の
投
資

な
ど
も
議
論
さ
れ
た
。

　

東
京
が
世
界
の
金
融
都
市
と

し
て
存
在
感
を
高
め
、
持
続
可

能
な
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
海
外
か
ら
の
投
資
を

呼
び
込
む
と
と
も
に
、
個
人
や

企
業
が
参
加
し
や
す
い
金
融
市

場
づ
く
り
が
重
要
と
な
る
。

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
国
連
大
学
博
士

課
程 (ABD: Ph.D.) 

。
著
書
・

新
潮
社
『
欧
米
企
業
に
学 

ぶ
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓs 

ピ
ボ
ッ
ト
転
換
戦

略
：
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×
こ
れ
か

ら
の
企
業
価
値
』。
リ
ス
ナ
ー

ズ
出
版
社
『
パ
ー
パ
ス: 

何
の 

た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価
値
を

提
供
す
る
の
か
』

（7）　　 ［ローカル経済］ 2026年（令和 8年）10月 24日（土）

https://hls-global.com
https://www.maxjob.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
https://support.nikkei.com/app/ask_2301/p19
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
日
本
発

祥
の
本
格
的
な
焼
肉
を
楽
し

め

る
「Yakiniku Futago
」。

２
０
１
０
年
に
東
京
の
約

３
５
５
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
小
さ

な
店
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

は
日
本
、
米
国
、
香
港
、
台
湾

な
ど
に
展
開
す
る
焼
肉
店
だ
。

　

店
の
魅
力
は
、
厳
選
し
た
牛

肉
を
客
自
身
が
焼
い
て
味
わ
う

ス
タ
イ
ル
。
Ｕ
Ｓ
プ
ラ
イ
ム
ビ

ー
フ
や
Ｕ
Ｓ
和
牛
に
加
え
、
日

本
産
Ａ
５
和
牛
な
ど
幅
広
い

肉
を
揃
え
て
い
る
。
人
気
の

「Futago Signature Steak

」

は
、
プ
ラ
イ
ム
リ
ブ
ア
イ
、
フ

ィ
レ
ミ
ニ
ョ
ン
、
Ｕ
Ｓ
和
牛
デ

ン
バ
ー
ス
テ
ー
キ
な
ど
を
楽
し

め
る
看
板
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
定
番

の
カ
ル
ビ
、
厚
切
り
の
牛
タ
ン

も
人
気
だ
。
焼
肉
と
一
緒
に
味

わ
え
る
ス
プ
ー
ン
寿
司
も
提
供

す
る
。
ラ
ン
チ
に
は
焼
肉
セ
ッ

ト
の
ほ
か
、丼
や
麺
類
も
用
意
。

　

毎
日
正
午
か
ら
午
後
3
時

30
分
ま
で
（
最
終
入
店
午
後

2
時
）、
60
ド
ル
、
75
ド
ル
、

１
０
０
ド
ル
の
3
コ
ー
ス
か
ら

選
べ
る
食
べ
放
題
の
日
本
式
Ｂ

Ｂ
Ｑ
も
実
施
し
て
い
る
。

　

通
常
の
ラ
ン
チ
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
35
ド
ル
、Futago Select 

45
ド
ル
、
Ａ
５
和
牛
サ
ー
ロ
イ

ン
60
ド
ル
な
ど
。
企
業
の
接
待

や
お
祝
い
の
会
な
ど
に
丁
度
い

い
個
室
も
あ
り
、
上
質
な
肉
を

自
分
好
み
に
焼
き
な
が
ら
、
食

事
そ
の
も
の
を
思
い
出
に
残
る

体
験
と
し
て
楽
し
め
る
店
だ
。

                                （
三
浦
）

日
本
発
祥
の
味
楽
し
め
る
焼
肉
店

Yakiniku Futago 
New York

37 W 17th St, New York, NY 10011
Tel (212) 620-0225

Yakiniku Futago Offi  cial Website
営業時間

月 –日 ランチ 12:00–14:30
ディナー

月ー土 17:00–23:00

　

ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ
・
ロ
ケ
ッ
ツ

は
Ｎ
Ｙ
の
冬
の
風
物
詩
ク
リ
ス

マ
ス
・
ス
ペ
ク
タ
キ
ュ
ラ
ー
公

演
の
詳
細
を
公
表
し
、
今
シ
ー

ズ
ン
は
、
観
客
が
出
演
者
目
線

で
シ
ョ
ー
を
楽
し
め
る
よ
う
試

行
錯
誤
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

　

11
月
４
日
か
ら
新
年
１
月
４

日
開
催
の
26
年
度
公
演
で
は
、

舞
台
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
観

客
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
ダ

ン
サ
ー
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

や
、
名
物
の
シ
ン
ク
ロ
す
る
キ

ッ
ク
ラ
イ
ン
の
動
き
を
頭
上
、

側
か
ら
鑑
賞
で
き
る
。
ス
ク
リ

ー
ン
中
継
を
す
る
試
み
は
今
年

が
初
め
て
で
、
昨
年
導
入
し
た

迫
力
あ
る
舞
台
オ
ー
デ
ィ
オ
シ

ス
テ
ム
、
ス
フ
ィ
ア
・
イ
マ
ー

シ
ブ
・
サ
ウ
ン
ド
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
３
次

元
で
映
し
出
す
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
小

型
ド
ロ
ー
ン
と
合
わ
せ
て
歴
史

あ
る
公
演
も
年
々
進
化
し
て
い

る
。
ま
た
今
シ
ー
ズ
ン
は
ク
リ

ス
マ
ス
・
ソ
ン
グ
「
キ
ャ
ロ
ル
・

オ
ブ
・
ザ
・
ベ
ル
」
に
合
わ
せ

た
新
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
作
品
「
リ

ン
グ
」
が
加
わ
り
、
過
去
最
高

の
10
演
目
の
ロ
ケ
ッ
ツ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
満
喫
で
き
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ

の
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
（
６
番
街

１
２
６
０
番
地
、
西
50
〜
51
丁

目
）
で
の
購
入
は
50
ド
ル
〜
、

https:// www.rockettes.
com/christmas/

で
の
購
入

は
55
ド
ル
〜
と
な
っ
て
い
る
。

ロケッツの迫力が
今年は実感できる
クリスマス・スペクタキュラー

　

フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
の
ド
ア

ダ
ッ
シ
ュ
は
、
昨
年
の
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
時
期（
10
月
１
日
〜
31
日
）

に
最
も
注
文
が
多
か
っ
た
菓
子

の
デ
ー
タ
を
基
に
州
別
の
好
み

を
発
表
し
た
。

　

全
国
的
な
好
き
な
菓
子
ラ
ン

キ
ン
グ
上
位
10
位
は
、
１
位
リ

ー
シ
ー
ズ
の
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ

ー
・
カ
ッ
プ
、
２
位
ハ
ー
シ
ー

ズ
の
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・

バ
ー
、
３
位
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム

ズ
、
４
位
ス
ニ
ッ
カ
ー
ズ
、
５

位
ナ
ー
ズ
、
６
位
ス
キ
ッ
ト
ル

ズ
、
７
位
エ
ア
ヘ
ッ
ズ
、
８
位

サ
ワ
ー
パ
ッ
チ
・
キ
ッ
ズ
、
９

位
ハ
リ
ボ
ー
、
10
位
キ
ッ
ト
カ

ッ
ト
。
１
位
の
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ

ー
・
カ
ッ
プ
は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
や
バ
ー
ジ
ニ
ア
、
ワ
シ
ン
ト

ン
州
を
含
む
17
州
で
１
位
と
な

っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
州
と
ロ
ー
ド

ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
イ
タ
リ
ア
の

ウ
エ
ハ
ー
ス
チ
ョ
コ
の
キ
ン
ダ

ー
・
ブ
エ
ノ
が
一
番
人
気
で
、

Ｃ
Ｔ
州
は
サ
ワ
ー
パ
ッ
チ
・
キ

ッ
ズ
、
Ｎ
Ｊ
州
は
リ
ー
シ
ー
ズ

が
１
位
だ
っ
た
。

　

昨
年
の
注
文
の
特
徴
の
ひ
と

つ
は
、
グ
ラ
ン
マ
の
家
の
缶
に

入
っ
て
い
た
よ
う
な
懐
か
し
い

菓
子
の
人
気
急
増
で
、
ピ
ー

ナ
ツ
型
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
サ
ー

カ
ス
・
ピ
ー
ナ
ツ
は
３
５
０

％
、
レ
モ
ン
味
キ
ャ
ン
デ
ィ
の

レ
モ
ン
ヘ
ッ
ド
は
２
０
０
％
、

１
９
２
４
年
発
売
の
ア
ー
モ
ン

ド
入
り
タ
フ
ィ
ー
の
ビ
ッ
ト
・

オ
ー
・
ハ
ニ
ー
は
１
８
０
％
増

だ
っ
た
。

　

同
社
曰
く
「
誰
も
欲
し
く
な

さ
そ
う
な
」
キ
ャ
ン
デ
ィ
・
コ

ー
ン
や
レ
ー
ズ
ン
も
意
外
に
も

30
〜
60
％
増
だ
っ
た
と
い
う
。

レ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て
同
社
の
消

費
者
ト
レ
ン
ド
専
門
家
は
「
長

年
悪
評
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
ト
リ

ー
ト
だ
が
例
外
な
く
毎
年
需
要

が
上
が
っ
て
い
る
。
砂
糖
だ
ら

け
の
菓
子
で
は
な
い
も
の
を
ご

褒
美
と
し
て
子
供
に
提
供
で
き

る
大
人
の
安
心
感
」
と
解
説
し

て
い
る
。
デ
ィ
ナ
ー
配
達
の
注

文
に
関
し
て
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
夜
は
１
年
で
唯
一
ほ
と
ん
ど

の
メ
ニ
ュ
ー
の
注
文
が
減
少
す

る
が
、
ピ
ザ
だ
け
は
例
外
。
手

が
か
か
ら
な
い
ピ
ザ
は
ト
リ
ッ

ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
の
カ
オ

ス
の
後
で
も
す
ぐ
に
家
族
を
満

足
さ
せ
る
」
と
言
う
理
由
で
実

際
注
文
は
普
段
の
20
％
増
だ
と

い
う
。

　

ま
た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
注
文
の
60
％
が
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
前
の
１
週
間
、
40
％
は
直

前
３
日
内
、
10
％
は
当
日
配
達

で
、
意
外
に
も
先
延
ば
し
傾
向

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

州別好きなハロウィン菓子
なぜかレーズン、懐かし菓子も健在

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ジ
ャ

ズ
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
、
作
編

曲
家
の
小
倉
直
也
が
率
い
る
11

人
編
成
の
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
、
11
月
7
日
（
土
）

午
後
7
時
か
ら
、
ク
イ
ー
ン

ズ
区
エ
ル
ム
ハ
ー
ス
ト
の
歴

史
的
教
会
、The Reformed 

Church of Newtown

（85-
15 Broadway

）
で
「Echoes 

of Two Homelands

」
を
開

催
す
る
。
入
場
無
料
、
事
前

予
約
制
。「
二
つ
の
故
郷
」
を

テ
ー
マ
に
書
き
下
ろ
し
た
新

曲
を
初
演
。
予
約
：https://

www.eventbrite.com
/e/

echoes-of-two-homelands-
tickets-2001140238322

11
月
７
日
小
倉
直
也
ジ
ャ
ズ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
無
料
公
演

https://goshikiprinting.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://kkobo.com/
https:// www.rockettes.com/christmas/
https://www.eventbrite.com/e/echoes-of-two-homelands-tickets-2001140238322
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　今回ご紹介するのは、Greenpoint にあるフュージョンレストランのKinokoです。
その名の通りきのこ型の看板を掲げるこちらのお店は、世にも珍しいケイジャン料理（ルイジアナ州を代表するフランス
系移民による料理）と日本料理のフュージョン店。おそらく世界的にもほぼない組み合わせではないでしょうか。フライ
フィッシュやPo Boyというケイジャン料理特有のサンドイッチなどを日本料理のアクセントを加えて提供してくれ、一皿
のボリュームに対して価格はお手頃。野菜が多いのも嬉しいし、店員さんの笑顔も素晴らしくて、デザートまで頂きすっ
かり長居して家路に着いたのでした。
　デザートのバナナクリームパイもなかなかボリューミーでしたが、とっても美味しくて来店時にはおすすめ。グリーン
ポイントの日本人街エリアからは少し外れたところにありますが、またエリアを訪ねた時は行きたいと思います！
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京から NYへ移住。日本食スーパーで
社員として働きながら趣味で漫画を描いていたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開
始。2023年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【31】

　

サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
あ
る

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家
族

会
、
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
書
館
が
10
月
29
日（
木
）

に
、
グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
に
出

張
す
る
。
大
人
気
の
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
店Taku Sando

（
グ
リ

ー
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
29

番
地
）
の
パ
テ
ィ
オ
に
て
ス
ト

ー
リ
ー
タ
イ
ム
を
行
う
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム
は
午
前

11
時
か
ら
（
10
時
30
分
開
場
）、

パ
テ
ィ
オ
で
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

は
11
時
30
分
か
ら
。
本
の
貸
し

出
し
も
可
能
。　
　

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
間
近
な
た
め
、

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
の
参
加
も
推

奨
さ
れ
て
い
る
。

　

参
加
希
望
者
は
こ
ち
ら

の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し

込
み
の
こ
とforms.gle/

AJjG2vyHBcMYrgsW7
Instagram

 @bjafa_
brooklyn

Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
地
域
図
書
館

出
張
お
話
会
29
日
に
開
催

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
の
び

の
び
と
日
本
語
の
絵
本
や
手
遊

び
歌
を
楽
し
み
ん
だ
後
は
、
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
を
オ
ー
ダ
ー
し
て

他
の
参
加
者
た
ち
と
交
流
し
な

が
ら
パ
テ
ィ
オ
で
ラ
ン
チ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://jwsny.org/pdfs/document/brochure-jp.pdf
https://www.kodomoballet.com/
mailto:forms.gle/AJjG2vyHBcMYrgsW7
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身
近
な
食
材
で
心
身
を
整
え
る
「
日
常
の
薬
膳
」

か
ぼ
ち
ゃ
と
り
ん
ご
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

鶏
肉
と
根
菜
の
ト
マ
ト
煮
込
み

鮭
と
き
の
こ
豆
腐
み
そ
チ
ャ
ウ
ダ
ー

豆
腐
と
白
菜
、
き
の
こ
の
生
姜
味
噌
汁

【材料】（2人分）
バターナッツかぼちゃ 300g
りんご ..................... 1/2個
玉ねぎ ..................... 1/4個
牛乳または豆乳 .......250ml
水 ............................150ml
オリーブ油 ............小さじ！
塩 ...............................少々
お好みで生姜 .............少々

【材料】（2人分）
生鮭 ........................2切れ
マッシュルーム ........... 6個
玉ねぎ ..................... 1/2個
じゃがいも ................. 1個
豆乳 ........................300ml
水 ............................200ml
味噌 ...........大さじ 1と 1/2
オリーブ油 ............小さじ 1
黒こしょう ..................少々

【材料】（2人分）
豆腐 ......................150g
白菜 ....................... 2枚
マッシュルーム ....... 4個
生姜 ....................1かけ
だし .....................400ml
味喒 .......大さじ 1と 1/2
青ねぎ ....................少々

鶏もも肉（またはむね肉）
　 ............................. 300g
玉ねぎ ........................ 1個
にんじん ......................1本
じゃがいも 2個（約 300g）
さつまいも 1本（約 200g）
しめじ（またはマッシュルー

ム） ....... 1パック (約 100g)
トマト缶（カット）1缶（400g）
にんにく1かけ
オリーブ油 ............大さじ 1
ローズマリー（またはタイム）     
塩・こしょう ...............適量

　

今
月
は
、
薬
膳
＝
難
し
そ
う

と
い
う
先
入
観
を
覆
し
、
身
近

な
食
材
だ
け
で
心
身
を
整
え
る

「
日
常
の
薬
膳
」
を
提
案
。
知

識
ゼ
ロ
か
ら
で
も
実
践
で
き
、

　

か
ぼ
ち
ゃ
の
ま
ろ
や
か
な
甘

み
と
、
り
ん
ご
の
や
さ
し
い
酸

味
が
と
け
合
っ
た
、
な
め
ら
か

な
ポ
タ
ー
ジ
ュ
。
秋
の
朝
食
に

は
も
ち
ろ
ん
、
夕
食
の
は
じ
め

に
も
お
す
す
め
で
す
。

【
作
り
方
】

① 

か
ぼ
ち
ゃ
・
り
ん
ご
・
玉

ね
ぎ
を
薄
切
り
に
す
る
。

② 

鍋
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱
し

玉
ね
ぎ
を
炒
め
、
か
ぼ
ち
ゃ
・

り
ん
ご
・
水
を
加
え
て
や
わ
ら

か
く
煮
る
。

③
ミ
キ
サ
ー
で
な
め
ら
か
に

し
、
牛
乳
ま
た
は
豆
乳
を
加
え

て
温
め
、
塩
で
味
を
数
え
る
。

薬
膳
の
ひ
と
こ
と

か
ぼ
ち
ゃ
と
り
ん
ご
の
や
さ
し

　

や
さ
し
い
だ
し
の
香
り
と
、

生
姜
の
風
味
が
体
に
し
み
わ
た

る
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
で

す
。
秋
の
夜
に
、
ほ
っ
と
す
る

一
椀
を
。

【
作
り
方
】
① 

白
菜
・
き
の
こ
・

豆
腐
を
食
べ
や
す
く
切
り
、
生

姜
は
細
切
り
に
す
る
。

② 

鍋
に
だ
し
を
入
れ
、
白
菜
・

き
の
こ
・
生
姜
を
煮
る
。
火
が

通
っ
た
ら
豆
腐
を
加
え
る
。

③ 

火
を
弱
め
て
味
噌
を
溶
き
、

器
に
盛
っ
て
青
ね
ぎ
を
散
ら

す
。

薬
膳
の
ひ
と
こ
と

豆
腐
と
白
菜
で
や
さ
し
く
潤

し
、
生
姜
で
冷
え
を
散
ら
し
て

巡
り
を
助
け
る
、
秋
の
夜
に
う

い
甘
み
は
、
乾
き
や
す
い
秋
の

か
ら
だ
を
し
っ
と
り
い
た
わ
る

の
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

ア
レ
ン
ジ
の
ヒ
ン
ト

仕
上
げ
に
シ
ナ
モ
ン
や
生
姜
を

少
し
加
え
る
と
、
香
り
よ
く
温

か
み
が
増
し
ま
す
。

　

鮭
の
う
ま
み
と
き
の
こ
の
香

り
が
溶
け
込
ん
だ
、
ま
ろ
や
か

で
や
さ
し
い
味
わ
い
の
チ
ャ
ウ

ダ
ー
で
す
。

　

鶏
肉
の
う
ま
み
と
秋
の
根
菜

を
ト
マ
ト
で
や
さ
し
く
煮
込
ん

だ
、食
べ
ご
た
え
の
あ
る
一
品
。

ハ
ー
ブ
の
香
り
が
食
欲
を
そ
そ

り
ま
す
。

【
作
り
方
】

① 

鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、

塩
・
こ
し
ょ
う
を
ふ
る
。

② 

玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、
じ

ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
は
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
し
め

じ
は
ほ
ぐ
す
。

③ 

鍋
に
オ
リ
ー
ブ
油
と
に
ん

に
く
を
入
れ
て
香
り
が
立
っ
た

ら
、
鶏
肉
を
焼
く
。

誰
で
も
無
理
な
く
健
康
管
理
が

で
き
る
独
自
の
メ
ソ
ッ
ド
は
高

い
支
持
を
受
け
て
い
る
お
う
ち

薬
膳
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
「
ふ
わ

り
薬
膳
」
を
主
宰
す
る
曽
谷
由

佳
さ
ん
に
、
ご
自
宅
で
作
れ
る

美
味
し
い
健
康
薬
膳
料
理
４
品

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。
曽

谷
さ
ん
は
最
近
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
か
ら
『
あ
し
た
元
気
に
な
れ

る
二
十
四
節
気
の
薬
膳
カ
レ
ン

ダ
ー
』
を
出
版
さ
れ
た
ば
か
り

で
10
月
に
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で
講

演
も
さ
れ
て
ま
す
。

れ
し
い
一
椀
で
す
。

ア
レ
ン
ジ
の
ヒ
ン
ト

油
揚
げ
や
春
雨
を
少
し
加
え
る

と
、
さ
ら
に
食
べ
ご
た
え
が
出

ま
す
。

③ 

鮭
を
加
え
て
火
を
通
し
、

豆
乳
を
注
ぎ
、
沸
騰
さ
せ
な
い

よ
う
温
め
、
最
後
に
味
噌
を
溶

き
入
れ
る
。

薬
膳
の
ひ
と
こ
と

鮭
と
き
の
こ
で
秋
の
か
ら
だ
を

や
さ
し
く
補
い
、
豆
乳
み
そ
で

胃
腸
を
い
た
わ
り
な
が
ら
温
か

く
整
え
ま
し
ょ
う
。

ア
レ
ン
ジ
の
ヒ
ン
ト

ベ
ー
コ
ン
少
々
や
コ
ー
ン
を
加

え
て
も
、
よ
り
チ
ャ
ウ
ダ
ー
ら

し
い
味
わ
い
に
な
り
ま
す
。

【
作
り
方
】

① 

鮭
は
食
べ
や
す
く
切
り
、

玉
ね
ぎ
・
じ
ゃ
が
い
も
・
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
も
切
る
。

② 

鍋
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱
し
、

玉
ね
ぎ
と
き
の
こ
を
炒
め
、
じ

ゃ
が
い
も
と
水
を
加
え
て
煮

る
。

④ 

玉
ね
ぎ
・
に
ん
じ
ん
・
じ

ゃ
が
い
も
・
さ
つ
ま
い
も
・
し

め
じ
を
加
え
て
軽
く
炒
め
る
。

⑤ 

ト
マ
ト
缶
と
ハ
ー
ブ
を
加

え
て
煮
立
て
る
。

⑥ 

弱
火
に
し
、
ふ
た
を
し
て

20
〜
25
分
煮
込
み
、
塩
・
こ
し

ょ
う
で
味
を
整
え
る
。

⑦ 

器
に
盛
り
、
好
み
で
ハ
ー

ブ
を
の
せ
る
。

薬
膳
の
ひ
と
こ
と

鶏
肉
は
気
を
補
い
、
根
菜
は
胃

腸
を
い
た
わ
り
な
が
ら
体
を
温

め
て
く
れ
る
の
で
、
秋
の
体
力

づ
く
り
に
向
い
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
の
酸
味
と
ハ
ー
プ
の
香

り
が
気
の
巡
り
を
助
け
、
食
欲

を
増
進
さ
せ
ま
す
。
冷
え
や
す

い
季
節
に
、
体
の
内
側
か
ら
や

さ
し
く
温
め
て
く
れ
る
煮
込
み

料
理
で
す
。

ア
レ
ン
ジ
の
ヒ
ン
ト
残
っ
た
煮

込
み
は
翌
日
、
シ
ョ
ー
ト
バ
ス

タ
や
雑
穀
ご
は
ん
と
合
わ
せ
て

も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

【材料】（2～3人分）

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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鏡
を
見
た
と
き
、
フ
ェ
イ
ス

ラ
イ
ン
の
も
た
つ
き
や
、
顔
全

体
の
重
た
い
印
象
が
気
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
月

は
、す
っ
き
り
と
し
た
輪
郭
と
、

い
き
い
き
と
し
た
表
情
を
目
指

す
「
小
顔
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も

「Kogao

（
小
顔
）」
が
少
し
ず

つ
認
知
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

顔
の
こ
わ
ば
り
や
む
く
み
感
に

着
目
し
、
手
技
を
中
心
に
ケ
ア

す
る
美
容
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

で
、
そ
の
方
ら
し
い
輪
郭
や
表

情
の
美
し
さ
を
引
き
出
す
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

当
サ
ロ
ン
で
は
、
日
本
で
人

気
の
「
小
顔
ド
ク
タ
ー®

」
太

田
拓
馬
（Takuma

）
さ
ん
＝

写
真
＝
を
迎
え
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
10

年
で
延
べ
１
万
５
０
０
０
人

を
施
術
し
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
や

Yahoo!

ニ
ュ
ー
ス
、
美
容
誌

で
も
紹
介
。
芸
能
人
や
モ
デ
ル

に
も
支
持
さ
れ
、
国
内
外
で
施

術
者
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

独
自
の
「
小
顔
ド
ク
タ
ー
メ

ソ
ッ
ド
」
に
よ
る
「
ゴ
ッ
ド
ハ

ン
ド
」
は
、
顔
と
頭
の
緊
張
を

緩
め
、
頭
皮
、
首
、
デ
コ
ル
テ

ま
で
ケ
ア
す
る
繊
細
な
手
技
。

オ
イ
ル
を
使
っ
た
優
し
い
施
術

で
、
た
る
み
や
ほ
う
れ
い
線
、

目
元
、
口
元
の
も
た
つ
き
に
向

き
合
い
、
仕
上
げ
に
は
顔
ま
わ

り
に
バ
ン
デ
ー
ジ
を
巻
い
て
固

定
し
ま
す
。

　
『
美
Ｓ
Ｔ
』
の
体
験
記
事
で

は
、
１
回
の
施
術
後
の
す
っ
き

り
感
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
感
や
持
続
に
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。

　

期
間
中
は
多
く
の
日
米
の
お

客
様
が
ご
来
店
。
施
術
後
の
写

真
で
は
、
す
っ
き
り
し
た
輪
郭

と
肌
の
明
る
い
印
象
が
目
を
引

き
ま
し
た
。

　

美
し
さ
を
考
え
る
と
き
、
お

肌
の
つ
や
や
潤
い
に
加
え
、
顔

ま
わ
り
の
印
象
に
も
目
を
向
け

て
み
ま
せ
ん
か
。
忙
し
い
毎
日

の
中
で
、
ご
自
身
を
い
た
わ
る

時
間
は
、
心
ま
で
軽
や
か
に
し

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

施
術
の
様
子
は
当
サ
ロ
ン

Instagram

、
小
顔
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
の
様
子
はTakuma

さ

ん

のInstagram

（@
kogaodr333

）
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

次
回
は
12
月
に
開
催
予
定
で

す
。
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
日
本
の
小
顔
ケ
ア
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴

30
年
。SKIN DEEP NYC

美

容
皮
膚
科
、Yukie Natori 

Salon & Spa 
オ
ー
ナ
ー
。
日

本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

小
顔
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
の
効
果

　

戸
田
絵
理
香
さ
ん
（
25)

は
、

ブ
ル
ー
ス
、
ジ
ャ
ズ
、
ロ
ッ

ク
、
ポ
ッ
プ
ス
、
ラ
テ
ン
な
ど

幅
広
い
音
楽
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
持
つ
日
本
の
ギ
タ
リ
ス

ト
だ
。
親
が
９
歳
の
ク
リ
ス
マ

ス
に
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
れ
た
の
が
そ
も
そ

も
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
小
学
４

年
生
で
周
り
に
エ
レ
キ
を
弾
い

て
い
る
子
は
い
な
か
っ
た
。
こ

れ
や
っ
た
ら
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
か

っ
こ
い
い
な
と
子
供
心
に
感
動

し
て
熱
中
し
、
先
生
に
つ
い
て

練
習
、
翌
年
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

デ
ー
ト
リ
ッ
パ
ー
の
出
だ
し
が

弾
け
た
瞬
間
に
心
と
身
体
に
電

流
が
走
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
か
ら
東
京
で
ギ

タ
リ
ス
ト
の
牧
野
元
昭
に
師
事

し
た
後
、
日
本
で
プ
ロ
と
し
て

の
活
動
を
開
始
し
た
。
青
山
学

院
大
学
在
学
中
の
２
０
２
２
年

に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
立
大

学
へ
の
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
た
め
渡
米
。
そ
こ

で
多
人
種
の
文
化
と
音
楽
的
刺

激
を
受
け
て
帰
国
、
卒
業
後
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
大
学
院
ジ

ャ
ズ
専
攻
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
受
け
て
入
学
資
格
を
得
て
再

び
来
米
し
た
。学
費
は
高
い
が
、

大
学
院
生
は
学
部
生
に
音
楽
指

導
す
る
こ
と
で
学
費
の
大
半
を

補
填
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

留
学
が
可
能
だ
っ
た
と
い
う
。

今
年
5
月
に
ジ
ャ
ズ
専
攻
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
音
楽
修
士
号
を

取
得
し
た
。

　
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
は
、

世
界
的
に
活
躍
す
る
ジ
ャ
ズ
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
か
ら
直
接
指
導

を
受
け
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、

国
際
色
豊
か
な
同
期
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
た
ち
と
互
い
に
刺
激

し
合
い
、高
め
合
え
た
こ
と
が
、

何
よ
り
の
財
産
と
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

こ
の
10
月
に
自
身
初
の
リ
ー

ダ
ー
名
義
の
シ
ン
グ
ル「Yakei

（
夜
景
）」
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

親
し
み
や
す
い
ブ
ル
ー
ス
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
、
ジ
ャ
ズ
の
影
響

を
受
け
た
豊
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
織
り
交
ぜ
た
作
品
だ
。
現
在

は
ア
ル
バ
ム
の
リ
リ
ー
ス
に
向

け
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。

自
分
の
音
楽
を
よ
り
多
く
の
人

に
届
け
、
活
動
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
、
今
の
大
き
な
テ
ー
マ

の
一
つ
だ
と
い
う
。

　

毎
月
の
ラ
イ
ブ
で
は
、
ジ
ャ

ズ
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
ロ
ッ
ク
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

サ
ポ
ー
ト
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し

て
、
一
般
向
け
の
公
演
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
も

出
演
。
そ
し
て
最
近
、
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
今

年
１
月
に
結
婚
し
た
夫
で
あ

り
ド
ラ
マ
ー
で
も
あ
る Alon 

Benjamini 

と
の
デ
ュ
オ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
トChotoLoco 

を
率

い
て
お
り
、
2
枚
の
シ
ン
グ
ル

『Umi

』（
２
０
２
５
年
8
月
）

と『Catosphere

』（
同
年
10
月
）

を
リ
リ
ー
ス
。　

　

そ
し
て
現
在
は 

Ｅ
Ｐ
や
ア

ル
バ
ム
に
向
け
た
楽
曲
制
作
が

完
成
間
近
と
な
り
、
10 

月
に

は 

4
曲
分
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ビ
デ
オ
を
撮
影
す
る
な
ど
、
リ

リ
ー
ス
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。
横
浜
市
出
身
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ジ
ャ
ズ
を
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
で
演
奏

ギタリスト・作曲家

戸田 絵理香 さん

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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2026年（令和 8年）10月 24日（土） ［教　育］　　（12  ）

　

10
月
11
日
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校
（
朽
木
史
昌
・
文

部
科
学
省
派
遣
校
長
）
に
て
、

評
論
家
で
同
校
高
等
部
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
で
も
あ
る
冷
泉
彰
彦
先

生
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。「
Ａ
Ｉ
時
代
の
教
育
論
」

と
題
さ
れ
た
本
講
演
で
は
、
急

速
に
進
化
す
る
Ａ
Ｉ
が
ア
メ
リ

カ
の
教
育
現
場
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
た
。

　
「
認
知
的
降
伏
（Cognitive 

Surrender

）」
―
―
こ
の
言
葉

は
、
少
し
で
も
つ
ま
ず
く
と
す

ぐ
に
Ａ
Ｉ
に
頼
る
こ
と
で
、
学

習
内
容
の
習
熟
や
自
信
が
損
な

わ
れ
、
自
ら
考
え
る
力
の
低
下

に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
本
講
演
で
は
、
重
要
な
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
繰
り
返
し
取

り
上
げ
ら
れ
た
。

　

大
学
で
は
、
筆
記
課
題
に
Ａ

Ｉ
を
利
用
す
る
学
生
が
増
加
し

て
お
り
、
Ａ
Ｉ
が
多
く
の
課
題

に
対
し
て
妥
当
な
解
答
を
示
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
従

来
の
課
題
が
成
立
し
に
く
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
教

員
へ
の
相
談
や
グ
ル
ー
プ
活
動

の
減
少
、認
知
的
降
伏
の
発
生
、

教
員
と
学
生
と
の
関
係
悪
化
な

ど
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
Ａ
Ｉ

の
利
用
制
限
を
強
め
る
大
学
が

あ
る
一
方
、
Ａ
Ｉ
の
普
及
は
避

け
ら
れ
な
い
と
し
て
、
一
定
の

条
件
の
も
と
で
利
用
を
認
め
る

取
り
組
み
や
、
課
題
の
成
果
物

だ
け
で
な
く
制
作
過
程
を
評
価

す
る
取
り
組
み
な
ど
も
紹
介
さ

れ
た
。

　

一
方
、
高
校
以
下
の
教
育
現

場
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
す

る
学
校
や
行
政
の
ル
ー
ル
整
備

や
指
導
が
追
い
つ
い
て
お
ら

ず
、
試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
る

と
い
う
。
冷
泉
先
生
は
、
高
校

生
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み

や
限
界
を
理
解
し
な
が
ら
利
用

を
始
め
る
こ
と
が
可
能
と
す
る

一
方
、
中
学
生
や
小
学
生
に
つ

い
て
は
、
基
礎
学
力
や
自
ら
考

え
る
力
が
ま
だ
発
達
段
階
に
あ

り
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
認
知
的
降
伏

の
懸
念
が
大
き
い
た
め
、
基
本

的
に
は
Ａ
Ｉ
を
使
う
べ
き
で
は

な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
が
目
に
見
え
な
い
思
考

力
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、

会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
参
加

者
も
身
近
な
問
題
と
し
て
捉

え
、熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
冷
泉
先

生
の
最
新
著
書
『
世
界
の
一
流

は
「
子
ど
も
」
に
何
を
教
え
て

い
る
の
か
』
の
販
売
や
サ
イ
ン

会
も
行
わ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
た
。
次
回
、
第
二

回
講
演
会
は
、11
月
８
日
（
日
）

に「
ア
メ
リ
カ
中
間
選
挙
総
括
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

第
一
回 

冷
泉
彰
彦
先
生
講
演
会

「
Ａ
Ｉ
時
代
の
教
育
論
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

と
す
る
非
営
利
団
体NY de 

Volunteer

は
10
月
９
日
、
石

川
県
立
金
沢
泉
丘
高
等
学
校
の

生
徒
41
人
を
対
象
に
、
Ｉ
Ｔ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
ア
バ
ナ

ー
ド
の
協
力
の
も
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
た
。
同
校
ス
ー
パ

ー
グ
ロ
ー
バ
ル
（
Ｓ
Ｇ
）
コ
ー

ス
の
研
修
旅
行
の
一
環
で
、
多

様
な
価
値
観
に
触
れ
な
が
ら
、

自
分
の
強
み
や
将
来
像
を
考

え
、
英
語
で
発
信
す
る
力
を
養

っ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
社

員
と
の
対
話
や
講
演
を
通
じ
、

個
性
を
認
め
る
こ
と
や
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
、
異
文

化
の
中
で
他
者
と
協
働
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
ま

た
、
日
本
で
調
査
し
た
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
学
習
管
理
、
環
境
問

題
、
多
文
化
共
生
な
ど
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関
連
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
英
語

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。
社
員
か
ら
の
質
問
や
異

文
化
の
視
点
を
踏
ま
え
た
助
言

に
英
語
で
応
答
し
、
仲
間
と
協

力
し
な
が
ら
考
え
を
深
め
た
。

　

自
己
紹
介
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と

や
強
み
、将
来
の
夢
を
整
理
し
、

短
い
時
間
で
自
分
を
伝
え
る
こ

と
に
挑
戦
し
た
。
多
様
な
価
値

観
に
触
れ
た
上
で
自
身
を
見
つ

め
直
し
、
英
語
で
表
現
す
る
経

験
は
、
自
信
を
育
む
機
会
と
な

っ
た
。
社
員
と
の
交
流
を
重
ね

る
う
ち
に
、
生
徒
た
ち
の
緊
張

も
和
ら
ぎ
、
終
盤
に
は
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
完

璧
な
英
語
で
な
く
て
も
、
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
重
要
だ
と
学
ん

だ
」「
自
分
の
個
性
を
認
め
、

生
か
す
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ

い
た
」「
海
外
で
働
く
と
い
う

夢
が
、
実
際
に
現
地
の
人
々
と

出
会
う
こ
と
で
現
実
的
な
目
標

に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

NY de Volunteer

は
、
企

業
や
教
育
機
関
と
の
連
携
を
通

じ
、
若
者
が
多
様
な
選
択
肢
に

出
会
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
社
会
や
自
分
の
未
来
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
今
後
も
創
出

し
て
い
く
。

金
沢
泉
丘
高
生
41
人
、
Ｎ
Ｙ
で

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
研
修

ア
バ
ナ
ー
ド
とN

Y de Volunteer

が
協
働

自
分
ら
し
さ
と
国
際
的
視
野
を
育
む

http://www.gwjs.org
https://www.jicuf.org/nelsonranch/
http://ymcatfv.org/
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日
本
国
内
で
は
、
通
信
制
高

校
に
通
う
生
徒
数
が
高
校
生
全

体
数
の
10
人
に
1
人
と
増
加
し

て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
働
き
な

が
ら
学
ぶ
人
や
高
校
中
退
者
の

学
び
直
し
の
場
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
現

在
で
は
不
登
校
経
験
の
あ
る
生

徒
や
大
学
進
学
を
目
指
す
生

徒
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
能
活
動
と

学
業
を
両
立
し
た
い
生
徒
な

ど
、
多
様
な
背
景
を
持
つ
生
徒

が
学
ぶ
場
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
教
育
法
規
で
は
通
信

制
高
校
は
、
全
日
制
や
定
時
制

と
並
ぶ
高
等
学
校
の
教
育
課
程

の
一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

て
、
自
宅
学
習
を
中
心
に
学
び

な
が
ら
高
校
卒
業
資
格
の
取
得

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
、
卒
業

に
必
要
な
単
位
を
修
得
す
れ

ば
、
全
日
制
高
校
と
同
等
の
高

校
卒
業
資
格
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

通
信
制
高
校
は
、「
公
立
」

と
「
私
立
」
に
分
か
れ
ま
す
。

公
立
通
信
制
高
校
は
都
道
府
県

な
ど
が
運
営
し
、
学
費
が
比
較

的
安
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
一

方
、
私
立
通
信
制
高
校
は
全
国

に
数
多
く
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
教
育
方
針
や
コ
ー
ス
を

設
け
て
い
ま
す
。
大
学
進
学
に

特
化
し
た
コ
ー
ス
や
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
、
動
画

制
作
、
声
優
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、

美
容
、
福
祉
な
ど
専
門
的
な
分

野
を
学
べ
る
学
校
も
増
え
て
い

ま
す
。

　

通
信
制
高
校
で
単
位
を
取
得

す
る
た
め
に
は
、
教
科
書
や
教

材
、
動
画
を
使
っ
て
自
宅
学
習

を
進
め
、
レ
ポ
ー
ト
（
課
題
学

習
帳
）を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
登
校
授
業
）

に
出
席
し
、単
位
認
定
試
験（
ま

た
は
課
題
提
出
）
に
合
格
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
で
単
位
が

認
定
さ
れ
ま
す
。
74
単
位
以
上

を
修
得
し
、
高
校
課
程
に
通
算

3
年
以
上
在
籍
し
、20
単
位（
時

間
）
以
上
特
別
活
動
（
修
学
旅

行
や
文
化
祭
な
ど
）
に
参
加
す

れ
ば
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。

　

学
習
方
法
も
学
校
に
よ
っ
て

ら
れ
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
提
出
の

期
限
を
守
れ
な
か
っ
た
り
、
ス

ク
ー
リ
ン
グ
に
出
席
で
き
な
か

っ
た
り
な
ど
学
習
意
欲
を
維
持

で
き
な
い
と
、
単
位
取
得
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
学
習
に
遅
れ

が
あ
る
場
合
に
は
、
別
途
「
サ

ポ
ー
ト
校
」
に
通
う
な
ど
手
当

て
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

私
立
通
信
制
高
校
を
選
ぶ
際

に
は
、
高
校
卒
業
が
目
的
な
の

か
、
大
学
進
学
な
の
か
に
よ
っ

て
選
ぶ
べ
き
学
校
は
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
大
学
進
学
が
目
的
な

ら
受
験
対
策
の
充
実
度
は
ど
う

か
、
不
登
校
経
験
が
あ
る
生
徒

や
学
習
面
に
不
安
を
抱
え
る
生

徒
は
、
担
任
制
度
や
学
習
支

援
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
が

整
っ
て
い
る
か
を
自
分
の
目
で

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

通
学
頻
度
の
選
択
肢
、
ス
ク
ー

リ
ン
グ
（
授
業
）
へ
の
ア
ク
セ

ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
活
用

状
況
、
学
費
や
追
加
費
用
の
有

無
な
ど
も
確
認
す
べ
き
事
項
で

す
。
学
校
説
明
会
や
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
、
教
職

員
や
在
校
生
の
雰
囲
気
を
直
接

確
認
す
る
こ
と
で
、
入
学
後
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
海
外
に
在
住
し
な
が
ら

入
学
で
き
る
学
校
も
あ
り
ま

す
。
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
の“

ダ
ブ

ル
ス
ク
ー
ル”

に
対
応
し
て
い

る
学
校
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

高
校
課
程
の
途
中
で
日
本
に
帰

国
し
た
場
合
で
も
海
外
で
の
高

校
在
籍
期
間
や
修
得
単
位
を
卒

業
資
格
の
一
部
に
振
り
替
え
て

く
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

入
学
を
希
望
す
る
通
信
制
高
校

と
相
談
確
認
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

日本の通信制高校
について
公益財団法人　海外子女教育振興財団（JOES） 
橋口浩和 教育アドバイザー

異
な
り
ま
す
。
年
間
数
日
か
ら

十
数
日
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
授

業
）
の
み
で
卒
業
を
目
指
す
学

校
が
あ
る
一
方
で
、
週
1
日
か

ら
週
5
日
ま
で
通
学
す
る
ス
タ

イ
ル
を
選
択
で
き
る
学
校
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
近
年
は
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
普
及
に
よ
り
、
自

宅
で
動
画
授
業
を
視
聴
し
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
て
レ
ポ
ー
ト（
課
題
学
習
帳
）

を
提
出
し
た
り
す
る
仕
組
み
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
信
制
高
校
の
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学

習
で
き
る
こ
と
で
す
。
毎
日
の

通
学
が
必
要
な
い
た
め
、
体
調

や
生
活
状
況
に
合
わ
せ
て
無
理

な
く
学
習
を
進
め
ら
れ
、
ア
ル

バ
イ
ト
や
競
技
活
動
、
資
格
取

得
な
ど
、
学
業
以
外
の
目
標
と

も
両
立
し
や
す
い
で
す
。
集
団

生
活
に
不
安
を
感
じ
る
生
徒
に

と
っ
て
は
、
自
分
ら
し
く
学
び

直
す
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
課
題
も
あ
り

ま
す
。
学
習
の
中
心
が
自
宅
と

な
る
た
め
、
計
画
的
に
勉
強
を

進
め
る
自
己
管
理
能
力
が
求
め

 本欄への相談は
● 公益財団法人 
海外子女教育振興財団（JOES）
www.joes.or.jp
【教育相談】
Eメール sodanjigyo@joes.or.jp

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
若
杉
敏
郎
校
長
）
で
は
、
10

月
４
日
（
日
）
に
、
第
43
回
運

動
会
「
全
力
疾
走
！　

緑
の
フ

ィ
ー
ル
ド　

み
ん
な
が
主
役
」

を
開
催
し
た
。
今
年
も
天
候
に

左
右
さ
れ
な
い
室
内
サ
ッ
カ
ー

場
を
会
場
と
し
、
広
々
と
し
た

人
工
芝
の
グ
ラ
ン
ド
上
で
子
ど

も
た
ち
は
練
習
の
成
果
を
思
い

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
で
10

月
10
日
（
土
）、
２
０
２
６
年

度
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
自
分
で
描

き
り
披
露
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
新
た
な
競
技
と
し
て
「
し

っ
ぽ
と
り
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
競

争
」
を
加
え
、「
し
っ
ぽ
と
り
」

で
は
、
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
の

中
で
、
自
分
の
し
っ
ぽ
が
と
ら

れ
な
い
よ
う
作
戦
を
考
え
な
が

ら
敵
の
し
っ
ぽ
を
取
る
姿
に
、

周
り
の
保
護
者
か
ら
も
大
き
な

声
援
が
上
が
っ
て
い
た
。
ま
た

恒
例
と
な
っ
た
綱
引
き
で
は
、

大
き
な
声
援
の
中
、
掛
け
声
と

と
も
に
皆
で
力
を
合
わ
せ
一
生

懸
命
に
綱
を
引
く
姿
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。
保
護
者
の
部
の
対

戦
で
は
、
来
賓
の
参
加
も
あ
り

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
低
学

年
の
ダ
ン
ス
と
、
高
学
年
、
中

学
部
の
ソ
ー
ラ
ン
節
で
は
、
寄

贈
さ
れ
た
お
そ
ろ
い
の
法
被
を

全
員
が
着
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い

踊
っ
て
い
た
。

　

今
年
度
優
勝
し
た
赤
組
団
長

（
中
３
古
谷
人
樹
さ
ん
）は
、「
練

習
期
間
は
短
か
っ
た
で
す
が
、

ど
の
競
技
も
悔
い
の
な
い
よ
う

に
最
後
ま
で
頑
張
っ
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。」、白
組
団
長（
中

３
山
田
匠
真
く
ん
）
は
、「
補

習
校
の
最
後
の
年
な
の
で
、
全

力
を
尽
く
し
ま
し
た
。」
と
感

想
を
述
べ
、
来
年
度
の
運
動
会

で
主
役
と
な
る
後
輩
へ
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

第
43
回
運
動
会
を
開
催

  

く
喜
怒
哀
楽
！
〜Nothing is 

impossible

〜
」。
児
童
・
生

徒
た
ち
は
、
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
が
光
る
発
表
を
披
露
し
た
。

　

1
・
2
年
生
は
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
表
現
し

た
＝
写
真
＝
。
3
・
4
年
生
は
、

か
け
算
の
問
題
を
取
り
入
れ
た

劇
で
、
学
ぶ
こ
と
や
挑
戦
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
。

5
・
6
年
生
は
、
一
人
一
人
が

役
の
気
持
ち
を
考
え
て
演
じ
、

互
い
の
違
い
を
認
め
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
る
発
表
と
な

っ
た
。
7
・
8
年
生
は
、
修
学

旅
行
で
の
体
験
や
、
自
分
た
ち

の
目
で
見
て
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
通

し
て
「
自
由
と
は
何
か
」
を
考

え
、
表
現
し
た
。
９
年
生
は
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
肯
定
側
と

否
定
側
に
分
か
れ
て
議
論
を
展

開
し
た
。
互
い
の
主
張
を
真
剣

に
受
け
止
め
、
相
手
の
立
場
を

理
解
し
な
が
ら
意
見
を
交
わ
す

姿
が
見
ら
れ
た
。

　

音
楽
発
表
で
は
、
初
等
部
が

合
唱
「
せ
か
い
じ
ゅ
う
の
こ
ど

も
た
ち
が 
〜
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
ネ
ー
ム
〜
」
を
披
露
し
、
元

気
で
明
る
い
歌
声
を
響
か
せ

た
。
中
等
部
は
合
唱
「
明
日
を

向
い
て
」
と
合
奏
「
ア
イ
・
ガ

ッ
ト
・
リ
ズ
ム
」
を
披
露
し

た
。
合
唱
で
は
、
歌
詞
の
言
葉

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
声
を
重
ね
、
心
を
込
め
て

歌
い
上
げ
た
。
合
奏
で
は
、
ア

ル
ト
リ
コ
ー
ダ
ー
の
パ
ー
ト
を

加
え
た
ア
レ
ン
ジ
で
、
軽
快
な

リ
ズ
ム
と
、
様
々
な
楽
器
が
織

り
な
す
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
響
か

せ
た
。

 　
閉
会
式
で
は
、
同
校
校
長

が
各
学
年
の
発
表
に
つ
い
て
、

協
力
す
る
こ
と
、
挑
戦
す
る
こ

と
、
個
性
を
認
め
合
う
こ
と
、

そ
し
て
相
手
を
理
解
し
て
自
分

の
考
え
を
深
め
る
こ
と
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
学
習
の
成
果
と
し

て
、
講
評
し
た
。

 　
今
年
の
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
児
童
・
生
徒
一

人
一
人
が
自
分
ら
し
さ
を
発
揮

し
、
仲
間
と
共
に
挑
戦
す
る
姿

が
輝
く
一
日
と
な
っ
た
。
発
表

を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た
子
供

た
ち
の
表
情
に
は
、
達
成
感
と

自
信
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

NY日本人学校

自分で描く喜怒哀楽！
スクールフェスティバルを開催

http://shidogakuin.com
https://jwsnj.org/
https://www.joes.or.jp/kojin/sodan
http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp


応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

北米伊藤園新俳句グランプリ2026　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

英語部門

母
病
み
て
握
る
手
強
し
晩
夏
光　櫻

井
陽
子 

Ｎ
Ｙ
州

自
転
さ
せ
公
転
さ
せ
て
捥も

ぐ
林
檎　
　

小
住
英
之 

Ｎ
Ｙ
州

金
風
や
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
に
も
月
ひ
と
つ

オ
リ
ビ
ア
後
藤 

Ｎ
Ｙ
州

街
の
影
湛
え
て
秋
の
カ
ヌ
ー
漕
ぐ奥

田
す
み
れ 

Ｎ
Ｙ
州

味
見
と
し
摘
ま
み
摘
み
の
秋
渇
き

ラ
イ
ン
ウ
ェ
バ
ー
友
子 

Ｗ
Ａ
州

産
ぶ
声
の
弾
け
て
満
ち
し
星
月
夜　

島
崎
志
津
香 
Ｎ
Ｊ
州

散
歩
道
う
な
じ
に
触
る
る
秋
の
風　
　

河
野
咲
子 

Ｎ
Ｊ
州

か
き
氷 

ア
ッ
カ
ン
ベ
ー
し
て 

色
く
ら
べ　

林 

柊
花 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３　

８
歳
）

あ
つ
め
た
よ 

な
も
あ
み
だ
ぶ
と 

せ
み
の
か
ら

松
本
玲
央 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３　

８
歳
）　

と
か
げ
さ
ん 

暑
さ
に
負
け
ず 

走
っ
て
る

符 

來
愛 

Ｔ
Ｘ
州

(

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
小
４　

９
歳)

は
し
っ
た
ら 

あ
か
い
は
っ
ぱ
が 

落
ち
て
き
た　

岡 

理
恩 

Ｎ
Ｙ
州　

（ケ
ネ
デ
ィ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
小
５　

11
歳
）

秋
の
風 

お
ば
け
が
そ
っ
と 

夜
を
舞
う

小
林 

怜 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
１　

13
歳
）

海
越
え
て 

届
く
笑
顔
や 

和
の
香
り

奈
良 

栞 

Ｖ
Ａ
州

（ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
補
習
授
業
校
中
２　

13
歳
）

朝
霧
が 

身
に
入
る
秋
の 

陽
も
寝
坊 

小
野
晴
生 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
3　

17
歳)

women on break 
shake out the workplace
steaming noodles

 ─Jo Balistreri, WI

deep cuts
criss-cross the breadboard
our family history

─Barrie Levine, MA

catching rays
iridescent necks
of pigeons
─Stephen J. DeGuire, CA

slow-healing injury
a small bowl
of mango sorbet
─Hannah Mahoney, MA

fresh gra�  ti
the cabbage seller’s
green hoodie
─Rowan Beckett Minor, OH

support group
a swallowtail warms up
her wings
─Valentina Ranaldi-Adams, OH

「9月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2026」の9月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き10月分の応募を受け付けており、10月31日
まで随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

2026

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2026は、米国東部時間2026年1月1日12:00AMから2026年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2027年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。
 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2026年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・リンドクイスト
（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2027年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
10 10/1/26 10/31/26 11:59:59pm 10/31/26

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

10 11/1/26 11/9/26 11/11/26 7 7 7

日
本
語
部
門

18
歳
未
満
部
門

distant whistle a low sun barrelling down the tracks
─Sharon Martina, IL

2026年（令和 8年）10月 24日（土） ［企画のページ］　　（14  ）
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

夏
休
み
に
、「
レ
ン
タ
ル
フ

ァ
ミ
リ
ー
」
と
い
う
映
画
を

見
ま
し
た
。
こ
の
映
画
を
選

ん
だ
の
は
、
私
の
お
母
さ
ん

で
し
た
。
こ
の
映
画
で
演
技

し
て
い
る
俳
優
さ
ん
の
一
人

は
、
お
母
さ
ん
の
友
達
の
お

兄
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
あ
ま
り
日
本
語
の
映
画

を
見
る
の
が
苦
手
だ
か
ら
、

乗
り
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
ア
メ
リ
カ
生
ま

れ
で
、
英
語
の
方
が
日
本
語

よ
り
上
手
で
す
。
日
本
語
の

映
画
を
見
る
と
、
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
時

も
あ
っ
て
、
映
画
を
楽
し
め

な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
映
画

は
、
思
っ
た
よ
り
気
に
入
り

ま
し
た
。

　

主
人
公
は
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
来
た
ア
メ
リ
カ
人
で
、
英

語
と
日
本
語
を
喋
り
ま
す
。

映
画
の
半
分
は
日
本
語
と
英

語
で
話
し
て
い
る
の
で
、
映

画
は
楽
し
め
ま
す
。
日
本
語

を
話
せ
な
く
て
も
字
幕
が
書

い
て
あ
る
の
で
、
簡
単
に
何

の
こ
と
を
話
し
て
い
る
の
か

わ
か
り
ま
す
。
俳
優
さ
ん
た

ち
も
、
英
語
に
は
ア
ク
セ
ン

ト
は
な
く
て
、
簡
単
に
理
解

で
き
ま
す
。
嘘
な
の
に
、
本

当
に
こ
れ
が
起
こ
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
映

画
の
プ
ロ
ッ
ト
も
、
綺
麗
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
実
と
嘘
の
区
別
が
で
き
ず
、

現
実
に
戻
る
と
、
悲
し
い
思

い
を
す
る
の
で
す
。

　

映
画
の
主
人
公
は
フ
ィ
リ

ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
プ
ロ
ー

グ
で
す
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、

東
京
に
住
ん
で
い
る
売
れ
な

い
俳
優
さ
ん
で
す
。
フ
ィ
リ

ッ
プ
は
、
レ
ン
タ
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
会
社

に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
仕
事
の

オ
フ
ァ
ー
を
受
け
ま
す
。
最

「
レ
ン
タ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
マ
イ
ア

初
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
不
安

で
し
た
。
お
金
の
た
め
に
、

仕
事
を
受
け
ま
し
た
。
お
客

さ
ん
が
必
要
な
人
に
、
な
り

き
り
ま
す
。
最
初
の
仕
事
は
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
小
さ
い

女
の
子
ミ
ア
の
入
学
面
接
、

私
立
学
校
に
行
か
さ
れ
る
の

で
し
た
。
そ
の
学
校
の
面
接

に
は
、
お
父
さ
ん
が
必
要
だ

っ
た
か
ら
で
す
。
フ
ィ
リ
ッ

プ
が
ミ
ア
の
お
父
さ
ん
の
ふ

り
を
し
ま
し
た
。
ミ
ア
ち
ゃ

ん
の
お
母
さ
ん
は
、
ミ
ア
に

は
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
本
当
の
お

父
さ
ん
だ
と
嘘
を
つ
き
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
は
、
フ
ィ
リ

ッ
プ
に
、
本
当
の
こ
と
は
言

わ
な
い
で
と
お
願
い
し
ま
し

た
。
初
め
は
簡
単
で
し
た
。

し
か
し
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
ミ

ア
ち
ゃ
ん
と
遊
び
、
仲
良
く

な
っ
て
き
ま
す
。

　

ミ
ア
ち
ゃ
ん
と
フ
ィ
リ
ッ

プ
の
話
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。
一
つ
は
、

社
会
は
「
異
な
る
」
家
族
や

個
人
に
負
担
を
強
い
て
い
る
。

こ
の
学
校
は
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
二
人
い
な
い
と
入
れ

な
か
っ
た
の
で
す
。
フ
ィ
リ

ッ
プ
も
外
人
と
し
て
、
日
本

で
は
異
な
る
扱
い
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
レ
ン
タ
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
見
て
、
お
父
さ
ん
と

娘
の
繋
が
り
は
血
が
関
係
な

く
て
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
お
父
さ
ん
と

娘
の
繋
が
り
は
、
一
緒
に
時

間
を
過
ご
し
て
楽
し
む
の
が

大
事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
日
本
の
映

画
も
も
っ
と
見
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　
　

□　
　

□　
　

□

　

今
ぼ
く
を
一
番
と
き
め
か
せ

る
も
の
、
そ
れ
は
「
つ
り
」
で

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
き
い
魚

か
ら
、
小
さ
い
魚
ま
で
い
ろ
い

ろ
な
し
ゅ
る
い
の
魚
が
つ
れ
る

の
が
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
か
ら
で

す
。
そ
れ
に
、つ
り
に
行
け
ば
、

同
じ
し
ゅ
み
を
も
っ
た
友
達
に

出
会
え
る
か
ら
で
す
。
そ
の
友

達
と
お
話
し
を
す
る
の
も
、
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
ぼ
く
は
今
、
つ
り

で
な
に
が
ほ
し
い
の
か
、
何
を

つ
り
た
い
の
か
考
え
て
み
ま
し

た
。

　

一
番
は
、
大
き
い
魚
を
つ
る

た
め
の
大
き
な
つ
り
ざ
お
が
ほ

し
い
で
す
。
二
番
目
は
、
そ
の

さ
お
で
、
ま
ず
は
小
さ
い
「
ブ

　

ぼ
く
が
デ
ラ
ウ
ェ
ア
で
一

番
楽
し
か
っ
た
場
所
は
、
ス

ロ
ー
タ
ー
ビ
ー
チ
で
す
。

　

理
由
は
、
生
き
て
い
る
カ

ブ
ト
ガ
ニ
を
見
ら
れ
た
か
ら

で
す
。
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、
昔

か
ら
す
が
た
を
か
え
て
い
な

く
て
、
生
き
た
化
石
で
す
。

か
ん
き
ょ
う
へ
ん
か
に
対
す

る
き
ょ
う
い
て
き
な
強
さ
と

げ
ん
ざ
い
の
す
が
た
が
そ
の

か
ん
き
ょ
う
に
さ
い
て
き
だ

っ
た
た
め
、
生
き
の
こ
っ
た

そ
う
で
す
。
日
本
に
は
四
千

ひ
き
未
満
し
か
い
ま
せ
ん
。

　

ビ
ー
チ
を
楽
し
ん
だ
も
う

一
つ
の
理
由
は
、
カ
ブ
ト
ガ

ニ
に
き
ょ
う
味
を
持
っ
た
か

ら
で
す
。
例
え
ば
、
れ
ん
け

つ
し
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
で
す
。

調
べ
る
と
、
交
尾
を
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
前
に

大
き
な
メ
ス
が
い
て
、
後
ろ

に
小
さ
な
オ
ス
が
い
た
の
で

交
尾
を
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ぼ
く
は
交
尾
中
に
海
に

返
し
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ

な
い
の
で
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に

申
し
わ
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を

持
ち
上
げ
た
と
き
に
、
オ
レ

ン
ジ
色
の
よ
う
な
血
液
の
色

で
し
た
が
、
本
当
は
青
色
で
、

血
液
の
中
に
銅
が
ふ
く
ま
れ

て
い
て
、
さ
ん
そ
に
ふ
れ
る

と
青
い
血
液
に
な
る
そ
う
で

す
。

　

他
に
も
、
じ
ゅ
み
ょ
う
は

二
十
年
か
ら
二
十
五
年
ほ
ど

で
、
さ
い
し
ょ
の
う
ち
は
尾

が
な
く
て
、
成
長
す
る
に
つ
れ

て
、
尾
が
の
び
て
い
き
ま
す
。

他
に
も
、
ぜ
つ
め
つ
き
ぐ
種
の

一
種
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
今

に
も
ぜ
つ
め
つ
し
そ
う
で
す
。

ぼ
く
は
、
野
鳥
が
へ
ら
し
て
い

る
か
、
人
間
が
へ
ら
し
て
い
る

か
の
、
ど
ち
ら
か
が
そ
の
原
因

だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
か
し
た

ら
、
こ
の
先
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
進

化
し
て
毒
を
も
っ
た
り
、
電
気

を
つ
か
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
け
い
け
ん
を
い
か
し

て
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
へ
ら
さ
な

い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
海
に

ご
み
を
す
て
な
い
活
動
や
、
勝

手
に
さ
わ
ら
な
い
活
動
な
ど
、

カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
６
か
月
）

「
と
き
め
き
魚
つ
り
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
兼
誠

「ふろうふ死のポーション」
　　　　　　　　　　　　　ニュージャージー補習授業校小３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田　健杜

　

僕
は
、
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
う
も
の
は
、
死
な
な
い

ポ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

そ
の
名
前
は
、
ふ
ろ
う
ふ

死
の
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う

り
ゆ
う
は
、
い
ろ
ん
な
国
や

し
ま
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

　

形
は
、
ガ
ラ
ス
び
ん
み
た

い
で
、
大
き
さ
は
ぜ
ん
し
ん

で
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

ガ
ラ
ス
び
ん
の
色
は
と
う
め

い
で
、
中
の
ポ
ー
シ
ョ
ン
の

色
は
、
赤
色
で
す
。

　

ふ
ろ
う
ふ
死
の
ポ
ー
シ
ョ

ン
は
、
つ
か
っ
て
も
つ
か
っ

て
も
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
数
が
へ

り
ま
せ
ん
。
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
、

む
げ
ん
に
つ
か
え
ま
す
。

　

ふ
ろ
う
ふ
死
の
ポ
ー
シ
ョ

ン
は
、
ダ
メ
ー
ジ
を
く
ら
っ

て
も
く
ら
っ
て
も
、
し
ん
ぞ

う
を
う
た
れ
て
も
死
な
な
い

で
す
。

　

僕
は
こ
れ
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

♦  週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定 ♦  
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随
時募集）。創作童話や詩、絵日記も受け付けます。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000
字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、
学校名、学年、保護者名を明記、写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお
送りください。●11月第１週から翌年10月第４週までに掲載された作品を対象に第一次審査、第二
次審査を実施、最優秀作品、第１席、第２席、第３席、佳作２点を選出します。●最優秀作品には全日
空社協賛の日米往復航空券（１名分）が贈呈されます。ふるってご応募ください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　
後援 : 全日本空輸株式会社

ル
ー
ギ
ル
」
と
い
う
魚
を
つ

っ
て
、
そ
し
て
大
き
い
な
ま

ず
「
キ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」

と
、「
バ
ス
」
と
い
う
魚
を
つ

り
た
い
で
す
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
に
つ
り
を
し

た
く
な
る
の
か
と
い
う
と
、
友

達
と
話
し
な
が
ら
で
き
る
し
、

あ
そ
び
な
が
ら
で
き
る
か
ら

で
す
。
僕
に
と
っ
て
、
ア
メ

リ
カ
の
友
達
と
一
緒
に
外
で

話
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る

の
が
う
れ
し
い
で
す
。

　

次
の
目
標
は
、
エ
リ
ー
湖

な
ど
、
今
よ
り
広
く
て
大
き

な
場
所
で
つ
り
を
し
て
み
た

い
で
す
。
寒
く
な
る
前
ま
で

に
、
沢
山
つ
り
を
満
き
つ
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
大
き

な
し
ゅ
る
い
の
魚
か
ら
小
さ

な
し
ゅ
る
い
の
魚
ま
で
、
い

ろ
い
ろ
な
し
ゅ
る
い
の
魚
を

つ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
２
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
で

　
　

楽
し
か
っ
た
場
所
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
塚
　
櫂

https://starchildny.com/
https://miray109.com/
https://japaneseschool.org/campus/manhattan1/
tel:2122136069
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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ク
イ
ー
ン
ズ
区
北
西
部
に
位
置
す
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ハ
イ

ツ
歴
史
地
区
は
、
駅
周
辺
の
繁
華
街
か
ら
北
に
位
置
し
た
閑

静
な
住
宅
街
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
も
特
に
個
性
的
で
歴

史
的
価
値
の
高
い
住
宅
地
域
の
一
つ
だ
。

　

高
層
住
宅
と
商
業
ビ
ル
が
特
徴
的
な
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
は

異
な
り
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ハ
イ
ツ
に
は
比
較
的
低
層
の
5
〜

６
階
建
の
住
宅
建
築
、
並
木
道
、
そ
し
て
自
然
光
や
住
宅
ビ

ル
の
緑
豊
か
な
中
庭
等
を
住
環
境
に
取
り
入
れ
る
よ
う
設
計

さ
れ
た
集
合
住
宅
が
数
多
く
あ
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
ん
な
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ハ
イ
ツ
歴
史
地

区
の
中
心
地
に
位
置
し
、
エ
リ
ア
内
で
も
低
い
管
理
費
ク
ラ

ス
を
誇
る
、ワ
シ
ン
ト
ン
・

プ
ラ
ザ
に
あ
る
広
々
と
し

た
2
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
／
1

バ
ス
ル
ー
ム
の
高
級
コ
ー

プ
（
協
同
組
合
型
集
合
住

宅
）。

　

９
７
０
平
方
フ
ィ
ー
ト

の
間
取
り
に
は
、
フ
ル
サ

イ
ズ
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
が

7
つ
、
キ
ッ
チ
ン
は
カ
ス

タ
ム
メ
イ
ド
の
イ
タ
リ
ア

製
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
ス
テ

ン
レ
ス
製
家
電
、食
洗
機
、

電
子
レ
ン
ジ
が
完
備
さ
れ
た
機
能
的
な
デ
ザ
イ
ン
。
2
つ
目

の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
は
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
も
最
適
だ
。

共
用
施
設
・
設
備
に
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、
オ
ン
サ
イ

ト
ラ
ン
ド
リ
ー
、
自
転
車
置
場
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
、
敷
地

内
へ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
管
理
人
が
常
駐
し
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ゲ
ー
ト
が
あ
る
。
地
下
鉄
駅
ま
で
２
ブ
ロ
ッ
ク
、
お
よ

び
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
ま
で
車
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
約
10
〜

15
分
。
管
理
費
月
１
０
１
９
ド
ル（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、税
金
込
）

価
格
は
65
万
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、
Ｅ
メ
ー

ルhakutsu@kw.com

　
　

阿
久
津
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）

ジャクソン・ハイツの閑静な住宅街に暮らす

岡
田
岡
田  

光
世
光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

エッセイ連載 72

ス
ー
プ
を
す
す
る
ド
ラ
キ
ュ
ラ

　

頭
か
ら
足
の
先
ま
で
、
体
中

を
包
帯
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ

れ
た
女
の
子
が
、
両
親
に
手
を

引
か
れ
て
歩
い
て
く
る
。
ア
ッ

パ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
閑

静
な
住
宅
地
だ
。

　

That’s spooky!

  

人
々
は
思
わ
ず
、
振
り
返
る
。

　

ひ
と
足
先
に
、
今
年
も
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
が
や
っ
て
き
た
。

　

気
味
悪
い
！　

と
思
わ
ず
叫

び
た
く
な
る
お
化
け
が
、
街
を

さ
ま
よ
っ
て
い
る
。

　

ゲ
イ
ル
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
直

前
の
金
曜
日
に
、
服
は
も
ち
ろ

ん
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
ま
で
、
パ
ン

プ
キ
ン
・
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ

に
統
一
し
、
仕
事
に
出
か
け
て

い
っ
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
で
名
物
の
仮
装
行

列
が
行
わ
れ
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

全
体
が
お
化
け
屋
敷
と
化
す
。

　

仮
装
行
列
を
し
っ
か
り
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
今
年

こ
そ
は
雰
囲
気
を
味
わ
お
う

と
、
パ
ー
プ
ル
ず
く
め
で
出
か

け
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
パ

ー
プ
ル
の
カ
ツ
ラ
を
か
ぶ
っ
て

街
を
歩
き
、
地
下
鉄
に
乗
る
勇

気
は
な
く
、
目
的
地
に
着
い
た

ら
か
ぶ
ろ
う
と
、
バ
ッ
グ
に
入

れ
た
。

　

人
出
は
予
想
以
上
だ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
動
け
な
い
状
態
で
、

何
も
見
え
ず
、
群
衆
の
叫
び
声

か
ら
興
奮
が
伝
わ
っ
て
く
る
だ

け
だ
。

　

楽
し
い
の
は
、
仮
装
行
列
よ

り
、
そ
の
あ
と
だ
。
彼
ら
は
そ

の
ま
ま
の
姿
で
日
常
に
戻
る
。

顔
を
真
っ
白
に
塗
っ
た
ピ
エ
ロ

が
地
下
鉄
に
乗
り
、
大
き
な
パ

ン
プ
キ
ン
の
お
化
け
が
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
買
っ
て
い
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
ド
ラ
キ

ュ
ラ
（
人
間
）
が
黒
ず
く
め
の

魔
女
（
人
形
）
を
ひ
ざ
に
抱
い

て
、ス
ー
プ
を
す
す
っ
て
い
る
。

街
角
で
、
血
の
し
た
た
る
斧
を

手
に
し
た
死
神
が
、
ホ
ッ
ト
ド

ッ
グ
に
か
ぶ
り
つ
い
て
い
る
。

　

だ
い
た
い
、仮
装
行
列
で
は
、

仮
装
と
わ
か
り
切
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
意
外
性
が
な
い
で
は

な
い
か
。
両
親
に
手
を
引
か
れ

た
、
あ
の
ミ
イ
ラ
の
女
の
子
の

よ
う
に
、
ご
く
日
常
の
世
界
に

ふ
っ
と
現
れ
る
か
らspooky

な
の
だ
。

　

そ
う
自
分
に
納
得
さ
せ
な
が

ら
も
、
出
番
の
な
か
っ
た
カ
ツ

ラ
が
な
ん
だ
か
哀
れ
だ
。
仮
装

行
列
な
ら
ま
だ
し
も
、
パ
ー
プ

ル
の
カ
ツ
ラ
を
か
ぶ
っ
て
ひ
と

り
日
常
に
戻
る
勇
気
は
な
い
。

せ
め
て
も
と
、
バ
ッ
グ
か
ら
取

り
出
し
た
カ
ツ
ラ
を
手
に
、
と

ぼ
と
ぼ
家
路
に
つ
い
た
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」

シ
リ
ー
ズ
第
１
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
と
け
な
い
魔
法
』
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220

　

日
本
人
の
海
外
生
活
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
一
般
社
団
法
人
ゆ

い
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
は
26

日
（
月
）
日
本
時
間
午
後
２
時

か
ら
「
秋
の
作
品
持
ち
よ
り

カ
フ
ェ
（
主
催
・
住
所
地
球

え
んinfo@jushochikyu-en.

com

）、
27
日
（
火
）
Ｎ
Ｙ
時

間
午
後
８
時
か
ら
９
・
11
テ
ロ

事
件
か
ら
25
年
「
グ
リ
ー
フ
か

ら
何
を
学
ん
だ
か
」。30
日（
金
）

Ｎ
Ｙ
時
間
午
後
９
時
か
ら
「
心

の
ケ
ア
の
重
要
性
」
駐
在
員
・

家
族
・
企
業
が
と
も
に
育
む
ウ

エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
開
催
。

講
師
は
小
風
華
香
さ
ん
。
詳
細

はwww.yuiglobalnet.com

ゆ
い
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト

海
外
日
本
人
を
サ
ポ
ー
ト

http://www.startsnewyork.com
https://www.redacinc.com/
https://qrco.de/bekbQo
http://www.shoenrealty.com
mailto:hakutsu@kw.com
http://www.yuiglobalnet.com
http://www.yuiglobalnet.com
http://www.yuiglobalnet.com
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
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年
金
相
談
室

海外年金相談センター
園原昌代

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:nenkinichikawa@gmail.com

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で

年
金
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

海
外
に
お
住
ま
い
の
方
で

も
、
日
本
の
年
金
加
入
記
録
や

将
来
の
年
金
見
込
額
、
年
金
受

給
者
の
方
の
年
金
支
払
額
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

日
本
年
金
機
構
が
提
供
す
る

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用

す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
い

つ
で
も
手
軽
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
は
基
礎
年
金
番
号
が

必
要
で
す
。
今
回
は
、
海
外
か

ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利

用
す
る
た
め
の
手
順
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

1
．
基
礎
年
金
番
号
と
は

　

基
礎
年
金
番
号
は
、
4
桁
と

6
桁
の
数
字
を
ハ
イ
フ
ン
で
つ

な
い
だ
10
桁
の
番
号
で
、
ご
自

身
の
年
金
加
入
記
録
を
管
理
す

る
た
め
の
番
号
で
す
。
日
本
年

金
機
構
で
は
、
原
則
と
し
て
、

お
一
人
の
年
金
加
入
記
録
を
一

つ
の
基
礎
年
金
番
号
で
管
理
し

て
い
ま
す
。

　

１
９
９
７
年
1
月
以
降
に
日

本
の
年
金
制
度
に
加
入
し
た
方

は
、
必
ず
基
礎
年
金
番
号
を
お

持
ち
で
す
。

　

一
方
、
そ
れ
以
前
に
年
金
制

度
に
加
入
し
た
方
は
、
同
じ
桁

数
で
あ
り
な
が
ら
、
国
民
年
金

番
号
、
厚
生
年
金
番
号
、
共
済

年
金
番
号
な
ど
、
制
度
ご
と
に

異
な
る
年
金
番
号（
記
号
番
号
）

が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
年
金
番
号
を

基
礎
年
金
番
号
に
統
合
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

2
．
基
礎
年
金
番
号
を
取
得
す

る
に
は

　

日
本
に
一
時
帰
国
さ
れ
た
際

な
ど
に
、
最
寄
り
の
年
金
事
務

所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
は
、
お
持
ち
の
年

金
手
帳
を
す
べ
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
本
人
確
認
書
類
の
ほ

か
、「
戸
籍
の
附
票
」
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
必
要
書
類
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

公
務
員
と
し
て
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
た
方
は
、
別
途
、

共
済
組
合
で
の
手
続
き
も
必
要

で
す
。
複
数
の
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
た
方
は
、
手
続
き
が

複
雑
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
日
本
に
い
る
ご
家
族
や
知

人
、
ま
た
は
専
門
家
に
代
理
手

続
き
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と

も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

手
続
き
後
、
2
〜
3
か
月
で

海
外
の
ご
自
宅
宛
て
に
「
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
」
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。

3
．
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
利
用

登
録
方
法

　

基
礎
年
金
番
号
が
あ
れ
ば
、

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
利
用
登
録

が
で
き
ま
す
。

① 

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
を
開
く
。

② 

「
新
規
登
録
」
か
ら
「
ア
ク

セ
ス
キ
ー
な
し
新
規
登
録
」
を

選
択
す
る
。

③ 

海
外
の
現
住
所
や
日
本
の

最
終
住
所
な
ど
、
必
要
な
個
人

情
報
を
入
力
し
て
申
し
込
む
。

④ 

海
外
の
住
所
宛
て
に
「
Ｉ

Ｄ
の
お
知
ら
せ
」
が
郵
送
さ
れ

る
。

⑤ 

届
い
た
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
を
入

力
し
て
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
ま

朗
報
！
！

　

現
在
、
海
外
在
住
で
日
本
の

年
金
を
海
外
口
座
で
受
け
取
っ

て
い
る
方
の
場
合
、
基
礎
年
金

と
厚
生
年
金
が
別
々
に
送
金
さ

れ
る
た
め
、
受
取
手
数
料
（
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
）
が
二

重
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
国
内
の
口
座
で
受

け
取
る
場
合
は
、
両
年
金
が
合

算
し
て
振
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
海
外
送
金
に
つ
い
て
も
国

内
送
金
と
同
様
の
取
扱
い
と

し
、
両
年
金
を
ま
と
め
て
送
金

で
き
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と

で
、
受
給
者
の
費
用
負
担
を
半

分
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
給
者
の
皆
様
か
ら
も
改
善
を

求
め
る
声
が
継
続
的
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
厚
生
労
働
省

に
対
し
「
日
本
の
年
金
の
海
外

送
金
一
本
化
」
の
実
現
を
継
続

し
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
２
０
２
６
年

7
月
に
実
施
さ
れ
た
厚
生
労
働

省
と
の
4
回
目
の
面
談
に
お
い

て
、
日
本
年
金
機
構
お
よ
び
日

本
銀
行
と
連
携
し
な
が
ら
、
実

現
に
向
け
た
対
応
を
進
め
て
い

く
方
針
が
初
め
て
示
さ
れ
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
が
一
つ
の
形
と
し
て
前

進
し
た
こ
と
は
、
大
変
意
義
深

い
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
厚

生
労
働
省
は
２
０
２
８
年
に
年

金
制
度
改
正
の
施
行
が
控
え
て

い
る
た
め
、
実
現
ま
で
に
時
間

を
要
す
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
今
後
の
進
捗
を
引
き
続
き

見
守
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

す
。

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
、
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録

や
将
来
の
年
金
見
込
額
を
確
認

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
年
金
受
給
者
の
方
も
、
支

払
通
知
書
な
ど
が
郵
送
さ
れ
る

前
に
、
ご
自
身
の
年
金
額
や
年

金
支
払
額
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
で
は
利
用
で
き
な
い
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」の
郵
送
受
付
や
、

年
金
受
給
者
の「
送
金
通
知
書
」

の
再
発
行
申
込
み
に
は
対
応
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、「
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
」
か
ら
も
ご
自
身

の
年
金
情
報
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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福
井
県
勝
山
市
に
あ
る
「
恐

竜
博
物
館
」
は
、
世
界
三
大
恐

竜
博
物
館
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
日
本
最
大
級
の
古
生
物
学
博

物
館
で
す
。
２
０
２
３
年
の
７

月
14
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
さ
れ
た
の
は
知
っ
て
い
た

け
れ
ど
、
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
子

連
れ
な
ど
の
人
で
い
っ
ぱ
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
人
た
ち
も
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
多
く

の
子
供
た
ち
は
恐
竜
の
絵
の
描

い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
て
な

ん
か
微
笑
ま
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
う
い
え
ば
、
私
の
弟
も
子

供
の
頃
、
恐
竜
が
大
好
き
で
恐

竜
図
鑑
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
漢

字
は
覚
え
ら
れ
な
い
の
に
な
ぜ

か
恐
竜
の
名
前
は
全
部
言
え
た

の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
知
人

の
子
供
た
ち
も
恐
竜
が
大
好
き

で
恐
竜
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
い
っ

ぱ
い
持
っ
て
い
ま
す
。「
ジ
ュ

ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
」
の
映
画
も

相
変
わ
ら
ず
人
気
で
す
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
恐
竜
の
話
を
す
る
と

盛
り
上
が
る
大
人
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
わ
た
し
自
身
、
恐
竜

博
物
館
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

し
た
。「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
考

え
た
ら
や
は
り
恐
竜
に
は
ロ
マ

ン
が
あ
る
。「
４
億
年
前
っ
て

ど
ん
な
世
界
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
」「
ど
う
し
て
世
界
中
に
い

た
恐
竜
が
絶
滅
し
た
の
だ
ろ
う

か
」
考
え
出
す
と
キ
リ
が
な
い

で
す
。
い
ろ
ん
な
種
類
の
恐
竜

が
い
て
、
彼
ら
は
ど
ん
な
生
活

を
し
て
い
た
の
か
、
何
億
年
も

前
を
想
像
す
る
だ
け
で
も
気
が

遠
く
な
り
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
な
ぜ
福
井
県
が

「
恐
竜
」
な
の
か
。
日
本
全
国

で
恐
竜
の
骨
や
歯
は
見
つ
か
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
福
井
県
で

は
5
種
類
の
恐
竜
の
骨
が
見
つ

か
っ
て
い
て
日
本
最
多
ら
し
い

で
す
。

　

福
井
県
は
、
新
幹
線
の
駅
も

含
め
て
そ
ん
な
恐
竜
た
ち
で
一

色
で
す
。
も
う
町
が
恐
竜
の
テ

ー
マ
パ
ー
ク
で
す
。
日
本
に
帰

国
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
、
福
井
県
の
恐
竜
博
物
館
を

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
元
気

に
な
る
博
物
館
で
す
。
大
谷
由

里
子
：
１
９
６
３
年
、
奈
良
県

生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活
性
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」
を
取

り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話
題

に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ
ー

（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」「
は

じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た
ら
読

む
本（
中
経
出
版
）」な
ど
多
数
。

福
井
の
恐
竜
博
物
館
に

行
っ
て
き
ま
し
た

　日中韓の伝統音楽と西洋クラシックを融合させるアンサンブル「INTERWOVEN」が
11 月 15 日（日）午後 2 時から、第 2 回公演「FantAsia!」をマンハッタンのグッド・
シェパード・オーディトリアム（イシャム通り６２０番地）で開催する。
　邦人初のグラミー賞受賞ヴァイオリニスト、徳永慶子の呼びかけで第一線で活動を続
ける日中韓の伝統楽器と西洋楽器のソリスト達が結集し、２０２１年に結成された同ア
ンサンブルは、ディメンナ・センターにてデビュー以来、スミソニアン国立美術館、メ
トロポリタン美術館など全米各地で、多様性の真価を問うアンサンブルとして活動して
いる。今回は日本の古事記、韓国の獅子舞、台湾の民話からインスピレーションをを得
た新作室内楽を披露する。終演後には軽食や飲み物を囲み、出演者との交流も楽しめる。
　寄付推奨額は 15 ～ 20 ドル。
予約は https://www.inwoodartworks.nyc/event/fantasia/ まで。

東
西
古
今
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

INTERW
OVEN 「FantAsia!

」
公
演

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼

------------------------------------
● Floor Manager
Retail Service
$18/h NY (#17638)
------------------------------------
● Kitchen Staff 
Retail Service 
$18/h NY (#17637)
------------------------------------
● Project Assistant
Government related org.
$24.5/h NY (#17633)
------------------------------------

------------------------------------
● IT PMO-Global Markets Systems
IT    
$70K-$120K NY (#17627)
------------------------------------
● VP, Global Mobility Mgr.   
Finance
$125K-$155K NY (#17617)
------------------------------------
● Accounting & Facilities Support
Service
$20-$21/h NY (#17583)
------------------------------------
● Administrative 
Finance
$25-$28/h NY (#17549)
------------------------------------
● Sales Admin Associate.
Manufacturing
$21/h NJ (#17525)
------------------------------------
● Offi  ce Administrator  
Logistics
$20/h NJ (#17501)

------------------------------------
● IT Specialist
Distributor   
$80K-$100K NJ (#17500)
------------------------------------

求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00

【急募】魚の扱い経験者募集
日本式魚市場＆
テイクアウト寿司
「Osakana」
片桐 2店舗
Lexington Ave・
59丁目
週末勤務できる方
平日は East Village店も可
時給 $23～ 25 有給病休あり
要米国就労資格
履歴書を Eメールで
y-yobuko@manpuku-hd.jp

Daycare in NYC seeks Bilingual 
Early Childhood Instructor for 
early preschool-aged children. 
Must have AA degree in Early 
Childhood Education or rel 
& ability to read/write/speak 
Japanese. Salary Range: 
$48K~$50K. Mail resume: 
Yoko’s Daycare, 183 19th St 
#1, Brooklyn, NY 11232 or 
yokosdaycarenyc@gmail.com

＊通常価格は1行（15文字）US$4
です。

＊商業目的のクラシファイド広告
は公認ライセンス等、証明書のご
提出をして頂く場合がございま
す。

＊締め切りは発行週の月曜日の午
後１時までです。

＊掲載ご希望内容によっては、ご
掲載をお断りする場合がございま
す。予めご了承下さい。

＊ロゴ、及び写真掲載は無料で行
いますが、サイズの指定は出来ま
せん。

＊長期掲載割引は12週（3ヶ月相
当）以上を適用期間とし、長期掲
載契約を交わした上でとり進めさ
せていただきます。

＊本紙に掲載された広告内容に関
しましてNY 生活プレス社、は一切
責任を負いかねます。

---- お申し込み・お支払い先 ----
New York Seikatsu Press, Inc.

71 West 47th Street., #1205
New York, NY 10036

Email: info@nyseikatsu.com
お問い合わせも上記まで

◆週刊NY生活デジタル版◆ 紙面まるごと掲載のデジタル版
・過去５年分以上のバックナンバーを常時公開。
・広告をクリックすると広告主のサイトへジャンプ。
・気になるページはＰＤＦをダウンロードして保存できます。
とても便利なデジタル版、ぜひご活用下さい！！

www.nyseikatsu.com

mailto:hello@libret.com
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:E-Mail:nenkinichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://www.inwoodartworks.nyc/event/fantasia/
mailto:quickny@919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usanews.com
http://www.919usa.com
mailto:yokosdaycarenyc@gmail.com
mailto:y-yobuko@manpuku-hd.jp
mailto:info@nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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上
越
新
幹
線
の
「
浦
佐
駅
」

（
新
潟
県
南
魚
沼
市
）
は
、
立

派
な
駅
舎
で
構
内
も
広
い
わ
り

に
人
が
ま
ば
ら
で
、
同
新
幹
線

の
全
駅
で
最
も
利
用
客
が
少
な

い
と
い
う
不
名
誉
な
統
計
が
あ

る
。
た
だ
、
私
が
行
っ
た
日
は

思
っ
た
よ
り
も
人
が
い
て
、
ス

タ
ッ
フ
が
常
駐
す
る
観
光
案
内

所
や
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
り
、
広
く

て
清
潔
で
、
と
て
も
静
か
な
い

い
駅
だ
っ
た
。

　

東
口
を
出
る
と
正
面
に
日

本
酒
の
銘
柄
で
知
ら
れ
る
名

峰
・
八
海
山
が
そ
び
え
、
駅
前

広
場
に
は
越
後
山
脈
の
山
並
み

を
臨
む
か
の
よ
う
に
右
手
を
挙

げ
た
銅
像
が
佇
ん
で
い
る
。
雪

よ
け
屋
根
に
守
ら
れ
た
こ
の
銅

像
は
、
１
９
７
２
年
か
ら
74

年
ま
で
総
理
大
臣
を
務
め
た

新
潟
県
出
身
の
田
中
角
栄
氏

（
１
９
１
８
〜
93
年
）
で
あ
る
。

地
元
発
展
の
た
め
に
上
越
新
幹

線
、
関
越
自
動
車
道
の
整
備
を

推
進
し
た
人
物
だ
。
ロ
ッ
キ
ー

ド
事
件
で
失
脚
し
た
も
の
の
、

日
本
海
側
の
発
展
を
導
い
た
希

代
の
政
治
家
と
し
て
、
い
ま
も

敬
愛
す
る
人
は
多
い
。
氏
の
功

績
を
記
念
し
、
当
時
の
選
挙
区

の
１
万
２
０
０
０
人
以
上
か
ら

の
寄
付
に
よ
り
１
９
８
５
年
に

建
て
ら
れ
た
。

　

周
囲
に
何
も
な
い
在
来
線
の

駅
だ
っ
た
浦
佐
に
新
幹
線
が
通

っ
た
の
は
彼
の
政
治
力
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
、「
政
治
駅
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
こ
の
駅
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

ど
の
季
節
に
訪
れ
て
も
絶
景
が

望
め
る
八
海
山
ス
キ
ー
場
の
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
や
、
今
回
訪
れ
る

神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に

良
く
な
っ
て
い
る
。

　

浦
佐
駅
か
ら
車
で
10
分
ほ

ど
走
る
と
、
八
海
山
尊
神
社

に
到
着
す
る
。
こ
こ
で
は
毎

年
、
曜
日
に
関
係
な
く
10
月
20

日
に
「
大
火
渡
大
祭
」
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
神
社
の
境
内
に

は
す
で
に
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
大
勢
の
信
者
や
地
元
の
人
た

ち
が
い
て
、
観
光
客
や
外
国
人

旅
行
者
の
姿
は
少
な
い
気
が
し

た
。
ま
さ
に
こ
の
地
域
に
根
づ

い
て
何
世
代
も
守
ら
れ
て
き
た

ロ
ー
カ
ル
な
祭
り
と
い
う
雰
囲

気
だ
。
境
内
の
中
心
に
は
、
杉

の
葉
や
護
摩
木
が
高
く
積
み
上

げ
ら
れ
た
「
大
護
摩
壇
」
が
点

火
を
待
っ
て
い
る
。
そ
し
て
正

午
を
過
ぎ
る
と
白
装
束
の
山
伏

（
行
者
）
た
ち
が
ホ
ラ
貝
を
吹

き
鳴
ら
し
、点
火
が
始
ま
っ
た
。

や
が
て
天
に
向
か
っ
て
巨
大
な

炎
が
立
ち
上
が
り
、
顔
が
ジ
リ

ジ
リ
と
焼
け
る
よ
う
な
熱
気
が

押
し
寄
せ
て
き
た
。

　

燃
え
盛
る
炎
の
勢
い
に
も
圧

倒
さ
れ
た
が
、
そ
の
場
の
空
気

を
震
わ
せ
る
よ
う
な
ホ
ラ
貝
の

音
や
、
大
勢
の
信
者
た
ち
が
途

切
れ
る
こ
と
な
く
唱
え
る
般
若

心
経
が
山
々
に
こ
だ
ま
す
る
光

景
が
な
ん
と
も
神
秘
的
だ
。
般

若
心
経
を
唱
え
て
い
る
の
は

「
講
」
と
呼
ば
れ
る
山
岳
信
仰

の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
人
々
。

こ
の
お
祭
り
は
八
海
山
と
い
う

山
そ
の
も
の
を
御
神
体
と
し
て

崇
め
る
山
岳
信
仰
の
神
事
だ
と

い
う
。

　

そ
の
後
、
炎
が
収
ま
っ
た
あ

と
の
炭
の
上
を
、
山
伏
た
ち
が

厄
除
け
と
心
身
の
浄
化
の
た
め

素
足
で
歩
く
の
だ
。
そ
の
あ
と

は
信
者
た
ち
が
、
さ
ら
に
そ
の

後
は
だ
れ
で
も
火
渡
り
を
体
験

で
き
る
。
そ
う
、
私
も
や
ろ
う

と
思
え
ば
や
れ
た
の
だ
が
…
。

友
人
と
ふ
た
り
、
ま
だ
そ
の
勇

気
が
な
か
っ
た
の
と
、
火
が
弱

ま
っ
て
き
た
頃
に
小
雨
が
降
り

出
し
た
の
で
、
私
た
ち
は
車
に

戻
っ
た
。
そ
れ
で
も
境
内
に
流

れ
る
、
地
元
の
人
た
ち
の
た
め

の
神
聖
な
祭
り
と
い
う
空
気
と

巨
大
な
火
柱
に
私
た
ち
は
言
葉

を
失
い
、す
ご
い
も
の
を
見
た
、

と
興
奮
し
た
。
い
つ
か
勇
気
が

持
て
た
ら
、
今
度
こ
そ
は
心
頭

を
滅
却
し
て
火
渡
り
に
参
加
し

て
み
た
い
。

　

興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
、
昼

食
に
向
か
っ
た
。
こ
の
地
域
の

名
物
と
い
え
ば
、
つ
な
ぎ
に
海

藻
の
布
海
苔
（
ふ
の
り
）
を
使

っ
た
「
へ
ぎ
そ
ば
」
だ
。
ほ
ん

の
り
緑
が
か
っ
た
蕎
麦
は
ツ
ル

ツ
ル
と
の
ど
越
し
が
良
く
、
強

い
コ
シ
が
く
せ
に
な
る
美
味
し

さ
。「
へ
ぎ
」
と
呼
ば
れ
る
木

製
の
四
角
い
器
に
ひ
と
口
サ
イ

ズ
に
盛
ら
れ
て
い
る
。
秋
な
ら

地
元
で
と
れ
た
旬
の
舞
茸
の
天

ぷ
ら
も
忘
れ
ず
に
。
デ
ザ
ー
ト

に
は
、
米
粒
の
入
っ
た
コ
シ
ヒ

カ
リ
ア
イ
ス
も
試
し
て
み
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
八
海
醸
造
が
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
、
雪
国
の
暮

ら
し
と
食
文
化
を
テ
ー
マ
に
し

た
複
合
施
設
「
魚
沼
の
里
」
に

は
、
約
１
０
０
０
ト
ン
の
雪
を

蓄
え
る
天
然
の
冷
蔵
庫
「
八
海

山
雪
室
」
が
あ
り
、
見
学
ツ
ア

ー
が
行
わ
れ
て
い
る
。
巨
大
な

日
本
酒
の
タ
ン
ク
が
ず
ら
り
と

な
ら
ぶ
貯
蔵
庫
や
、
雪
の
山
は

圧
巻
だ
。
ツ
ア
ー
の
最
後
に
は

試
飲
も
で
き
る
。

　

花
が
好
き
な
人
に
は
魚
沼
市

の
山
手
、
道
光
高
原
に
広
が

る
「
上
原
（
う
わ
っ
ぱ
ら
）
コ

ス
モ
ス
園
」
が
お
す
す
め
。
９

月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
ご
ろ
ま

で
は
、
約
４
万
平
方
メ
ー
ト

ル
も
の
広
大
な
敷
地
一
面
に

１
０
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス
が
咲

き
誇
る
。
青
空
の
下
で
白
や
ピ

ン
ク
の
可
憐
な
花
々
が
風
に
揺

れ
る
風
景
は
ず
っ
と
見
て
い
ら

れ
る
が
、
と
り
わ
け
夕
暮
れ
時

の
美
し
さ
は
格
別
だ
。
オ
レ
ン

ジ
色
の
光
が
差
し
込
ん
で
輝
く

コ
ス
モ
ス
畑
は
、
映
画
の
ワ
ン

シ
ー
ン
の
よ
う
で
感
動
す
る
。

市
街
地
を
背
に
振
り
返
る
と
、

高
原
を
貫
く
ま
っ
す
ぐ
な
一
本

道
が
伸
び
て
お
り
、
ド
ラ
イ
ブ

や
ツ
ー
リ
ン
グ
の
聖
地
と
し
て

も
愛
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
本
紙
／
高
田
由
起
子
）

炎
の
神
事
と
秋
の
魚
沼
を
め
ぐ
る

新
潟
県
南
魚
沼
市

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

活
動
し
、
本
紙
「
旅
の
ペ
ー

ジ
」
の
旅
日
記
の
連
載
コ
ラ
ム

で
も
お
馴
染
み
の
ジ
ャ
ズ
・
ピ

ア
ニ
ス
ト
兼
作
曲
家
の
浅
井
岳

史
（
あ
さ
い
た
け
し
）
が
、
こ

の
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム

「Quartet Vol. II

」
を
発
表
し

た
。

　

前
作
の
成
功
に
続
く
同
作

は
、
フ
ォ
ノ
・
ボ
ノ
・
レ
コ
ー

ズ
（Fono Bono Records

）

か
ら
の
４
枚
目
の
リ
リ
ー
ス
で

あ
り
、
同
氏
の
幅
広
い
デ
ィ
ス

コ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
い
て
24
枚
目

の
ア
ル
バ
ム
、
そ
し
て
自
身
の

カ
ル
テ
ッ
ト
を
率
い
て
の
２
枚

目
の
公
式
作
品
と
な
る
。
同
ア

ル
バ
ム
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ジ
ャ
ズ
界
を
支
え
る
実
力
派
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
に
よ
る
息

の
合
っ
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
フ

ィ
ー
チ
ャ
ー
し
て
い
る
。
演

奏
は
、
浅
井
岳
史 

│
ピ
ア
ノ
、

ハ
シ
ェ
ム
・
ア
サ
ダ
ラ
ヒ 

│ 

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
、
マ
ー
ク
・

ウ
ェ
イ
ド 

│ 

ベ
ー
ス
、
ジ
ョ

ン
・
ク
レ
イ 

│
ド
ラ
ム
。
本

年
７
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ

る
浅
井
自
身
の
「
Ｄ
Ｔ
Ｃ
レ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ
」
で

録
音
さ
れ
、
９
月
に
ミ
ッ
ク
ス

お
よ
び
マ
ス
タ
リ
ン
グ
さ
れ
た

56
分
間
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

は
、
８
曲
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

６
曲
は
浅
井
の
作
曲
、
2
曲
は

ア
サ
ダ
ラ
ヒ
の
作
曲
に
よ
る
も

の
と
な
る
。

　

著
名
な
ジ
ャ
ズ
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
あ
り
歴
史
研
究
家
で

も
あ
る
ス
コ
ッ
ト
・
ヤ
ノ
ウ
氏

は
、
本
作
を
「
浅
井
は
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
そ
し
て
作
曲
家
と
し
て

非
常
に
独
創
的
な
表
現
を
披
露

し
て
い
る
。
ジ
ャ
ズ
の
伝
統
に

根
ざ
し
な
が
ら
も
、
彼
の
演
奏

は
未
来
を
見
据
え
て
お
り
、
他

の
誰
に
も
似
て
い
な
い
」
と
絶

賛
し
て
い
る
。

　

プ
レ
オ
ー
ダ
ー（
予
約
受
付
）

開
始
日
は
、
２
０
２
６
年
10
月

16
日
（
す
べ
て
の
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
て
）。
公

式
デ
ジ
タ
ル
・
リ
リ
ー
ス
日
は
、

２
０
２
６
年
11
月
20
日
。ま
た
、

後
日
発
表
さ
れ
る
が
、
ア
ル
バ

ム
・
リ
リ
ー
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

／
パ
ー
テ
ィ
ー
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。

ジャズピアニスト

浅井岳史
ニューアルバム

「Quartet Vol. II」発表

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
美
術

専
門
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ジ
ョ
ー

ン
・
Ｂ
・
マ
ー
ビ
ス
・
リ
ミ
テ

ッ
ド
（
東
78
丁
目
39
番
地
4

階
）
で
は
11
月
5
日
（
木
）
よ

り
、
陶
芸
家
、
田
中
悠
の
個

展
「Exploring the Unseen: 

The Sculptures of Tanaka Yū

」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

２
０
２
０
年
の
国
際
デ
ビ
ュ

ー
以
来
、
布
で
包
ま
れ
た
よ
う

な
色
鮮
や
か
な
陶
芸
作
品
で
注

目
を
集
め
、
約
20
の
海
外
主
要

美
術
館
に
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て

お
り
、
若
手
作
家
で
あ
り
な
が

ら
国
際
的
に
も
注
目
を
集
め
て

い
る
田
中
。
本
展
は
国
際
的
な

個
展
と
し
て
2
回
目
と
な
り
、

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
た
め
に
制
作

し
た
新
作
14
点
を
展
示
す
る
。

　

代
表
作
「
包
み
物
」
シ
リ
ー

ズ
に
加
え
、
細
い
ひ
も
で
閉
じ

ら
れ
た
よ
う
な
造
形
が
特
徴
の

新
シ
リ
ー
ズ
「
結
び
物
」
も
初

公
開
。
陶
器
で
あ
り
な
が
ら
、

柔
ら
か
な
布
や
ひ
も
の
質
感
を

思
わ
せ
る
作
品
は
、
包
ま
れ
た

内
部
へ
の
想
像
力
を
か
き
立
て

る
。
未
知
の
も
の
に
向
き
合
う

好
奇
心
や
、
自
身
の
経
験
を
振

り
返
る
き
っ
か
け
を
来
場
者
に

提
供
す
る
。展
示
は
12
月
ま
で
。　

　

開
廊
時
間
は
平
日
午
前
11
時

か
ら
午
後
6
時
ま
で
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
鑑
賞
で
き
る
。
詳
細

はwww.mirviss.com

参
照
。

見
え
な
い
も
の
を
探
求
す
る

Tsutsumimomo 26Y-15,2026, 
Glazes Stoneware. 
23 5/8x 21 5/8 in.

彫刻家
田中悠個展

https://www.his-usa.com/special/america/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=affiliate_banner&utm_campaign=weekly_ny&utm_content=top_banner
https://www.bostonkanko.com/
https://chicagokanko.com/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
http://www.mirviss.com
http://www.mirviss.com
http://www.mirviss.com


　

今
年
も
暑
い
八
月
が
来
た
。

季
語
歳
時
記
の
初
秋
の
節
に
、

「
盂
蘭
盆
会
」
と
並
ん
で
、「
終

戦
記
念
日
」
そ
し
て
「
原
爆
忌
」

が
目
に
入
る
。

　

毎
年
「
広
島
平
和
式
典
（
広

島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び

に
平
和
祈
念
式
）」「
長
崎
原
爆

犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
」

を
ニ
ュ
ー
ス
で
拝
見
す
る
。
子

ど
も
達
が
読
み
あ
げ
る
「
平
和

へ
の
誓
い
」に
心
を
打
た
れ
る
。

そ
の
強
さ
は
年
々
深
ま
り
、
子

ど
も
達
が
壇
上
に
の
ぼ
る
姿
を

見
る
だ
け
で
、
涙
が
こ
み
あ
げ

て
く
る
。

　

２
０
１
０
年
に
亡
く
な
っ

た
劇
作
家
井
上
ひ
さ
し
は
、

１
９
９
４
年
初
演
の
『
父
と
暮

せ
ば
』
の
前
口
上
で
「
お
そ
ら

く
私
の
一
生
は
、
ヒ
ロ
シ
マ
と

ナ
ガ
サ
キ
を
書
き
終
え
た
と
き

に
終
わ
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
、

沖
縄
を
加
え
た
「
戦
後
〝
命
〞

の
三
部
作
」
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

に
し
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
長

崎
と
沖
縄
は
構
想
だ
け
で
未
完

に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ

ま
つ
座
と
山
田
洋
二
監
督
ら
が

遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
舞
台
と
映

画
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

物
語
は
原
爆
投
下
か
ら
３
年

経
っ
た
広
島
で
、
身
寄
り
を
失

っ
た
若
い
娘
が
、
一
人
で
暮
ら

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
愛
す
る
者
た
ち
を
原
爆
で

失
っ
た
娘
は
、
辛
い
記
憶
に
蓋

を
し
、「
う
ち
は
し
あ
わ
せ
に

な
っ
て
は
い
け
ん
の
じ
ゃ
」と
、

一
人
だ
け
生
き
残
っ
た
負
い
目

を
感
じ
て
い
る
。
あ
る
日
突
然

の
稲
光
に
、
う
ず
く
ま
っ
て
怯

え
る
娘
を
、
家
の
中
に
招
き
入

れ
、
優
し
く
な
だ
め
る
父
が
い

る
。
原
爆
で
死
ん
だ
父
が
幻
と

な
っ
て
現
れ
た
の
だ
。
父
を
恋

し
が
っ
て
い
た
娘
は
、
自
然
に

受
け
入
れ
、
二
人
の
暮
し
が
再

び
始
ま
る
。
父
は
生
き
て
い
た

こ
ろ
の
よ
う
に
、
明
る
く
元
気

で
、
娘
の
身
を
案
じ
、
こ
ま
ご

ま
と
口
を
挟
む
。
う
る
さ
い
と

言
い
返
し
な
が
ら
、
父
の
冗
談

に
笑
わ
さ
れ
、
次
第
に
明
る
さ

が
戻
っ
て
き
た
が
、
娘
は
生
き

る
気
力
を
失
っ
た
ま
ま
で
あ

る
。

　

以
前
、
広
島
と
長
崎
の
記
念

館
を
訪
ね
た
。
投
下
直
後
に
撮

影
さ
れ
た
写
真
に
映
る
、
ぼ
ろ

ぼ
ろ
の
姿
に
な
っ
た
少
女
た
ち

の
、
茫
然
と
こ
ち
ら
を
見
据
え

る
目
線
に
足
が
す
く
ん
だ
。
ぐ

に
ゃ
り
と
曲
が
っ
た
子
ど
も
の

三
輪
車
。
溶
け
て
一
塊
に
な
っ

た
牛
乳
瓶
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に

書
か
れ
た
「
さ
ぞ
か
し
熱
か
っ

た
こ
と
じ
ゃ
ろ
」
と
も
ら
す
遺

族
の
言
葉
。
流
れ
る
涙
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
記

念
館
を
出
て
、
明
る
い
日
差
し

に
包
ま
れ
な
が
ら
日
常
に
戻
っ

て
い
く
こ
と
に
、
ち
く
り
と
胸

が
痛
ん
だ
。

　

物
語
の
半
ば
、
娘
の
勤
め
先

で
あ
る
図
書
館
で
、
熱
心
に
原

爆
資
料
を
調
べ
る
男
性
が
、
娘

に
求
婚
す
る
。
娘
は
感
謝
し
な

が
ら
、
身
を
引
こ
う
と
す
る
。

父
は
、
そ
ん
な
娘
を
思
い
や
る

あ
ま
り
「
恋
の
応
援
団
長
」
を

か
っ
て
で
る
。
娘
は
、
一
番
信

頼
す
る
父
に
問
い
続
け
る
。
し

あ
わ
せ
に
な
っ
て
よ
い
の
か
。

し
あ
わ
せ
に
な
り
た
い
。
父
は

「
わ
し
の
分
ま
で
生
き
て
ち
ょ

ん
だ
い
よ
ォ
ー
」
と
、
娘
を
励

ま
す
。

　

娘
の
父
の
言
葉
は
、
私
た
ち

の
言
葉
で
も
あ
る
。
平
凡
な
よ

う
だ
が
、
全
て
の
人
が
、
し
あ

わ
せ
に
人
生
を
歩
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
仕

事
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
務
め
を
果
た
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
戦
争
の
記
憶
は
、

そ
れ
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

い
。

　

こ
の
日
だ
け
で
な
く
、
絶
え

間
な
く
、
平
和
を
祈
ろ
う
。
た

と
え
力
が
な
く
て
も
、
そ
の
心

を
持
ち
続
け
る
だ
け
で
、
世
界

が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

              （
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 父と暮らせば
井上ひさし・著

 新潮社・刊

■芸能界（染井為人、光文社文庫）『正体』の著者が描く、
現代エンターテインメントの裏側。落ちぶれて25年在籍
した事務所を退所する俳優、人気タレントを10年かけて
育て上げた辣腕マネージャー、容姿をイジるネタで30年
笑いをとってきた漫才コンビ。きらびやかな世界を生きる
人びとの7編の短編集。■屁理屈と哲学（小川哲、集英社）
東京大学理科一類から文転・博士課程中退を経て直木賞作
家になった小川哲。デビュー前から現在まで、書いてきた
あらゆる文章を、リミックス、マッシュアップした、前代
未聞の哲学的断片集。■ひとり温泉　旅はおいしい（山崎
まゆみ、河出文庫）いい温泉にはおいしいモノあり。湯を
楽しみ、おいしい料理を堪能するひとり旅に出かけよう。
33か国、1000か所以上の温泉に入った著者が、ひとり旅
ならではの旅の準備や宿選びのコツから、タイプ別マイ温
泉の見つけ方などのノウハウを披露する。■絶遠の春（堂
場瞬一、集英社）140年の歴史を誇る全国紙・日本新報が
発行を停止し、倒産した。失業した社会部の記者・南康祐
はネット専門メディア「日新ネットS」を立ち上げることを。
オールドメディアとの確執、人員・人材不足、記者クラブ
問題と立ちはだかる諸問題を乗り越え、ネット専門メディ
アとして成立させることができるのか。■獣の夜（森絵都、
朝日文庫）原因不明の歯痛に悩む私が訪れた歯医者。どこ
にも悪い所は見つからない。なぜなのか。その診断とは『太陽』。女友達を
サプライズパーティに連れ出す予定が彼女に振り回され、ジビエトラップに
はまり込み、獣臭まみれで自分を解き放つ表題作の『獣の夜』など、どれも
ちょっと不思議な雰囲気と日常がぐらりと揺らぐ瞬間を、ときに艶やかにと
きにユーモラスに描くコロナ禍の7編の短編集。■欲張らない死に方（久坂
部羊、ちくま新書）70代になった医師であり作家である著者が本音で教え
る70歳からの「死に方」入門。「元気に長生きしたい」「迷惑をかけたくな
い」「苦しまずに死にたい」欲張りすぎると、老いも死も不幸なものになる。
高齢者医療、終末医療の生々しい現実と、医師の本音を交えながら、賢い老
い方、死に方を考える。大切なのは、受け入れる心の準備だという。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

芸
能
界
の
裏
事
情
を
描
く
。
小
川
哲
の
哲
学
が
い
っ
ぱ
い
。
温
泉
ひ
と
り
旅
を
堪
能
す

る
方
法
。
苦
難
を
乗
り
越
え
て
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
創
立
。
コ
ロ
ナ
禍
に
綴
ら
れ
た
７
編
の

短
編
集
。
医
師
作
家
が
伝
え
る
70
歳
か
ら
の
上
手
な
死
に
方
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

（19）　　 ［書　籍］ 2026年（令和 8年）10月 24日（土）
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｍ
Ａ
Ｘ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
５
５
２
番

地
、
４
０
１
号
室
、
電
話

２
１
２
・
９
２
５
・
７
０
１
７
）

で
11
月
10
日
（
火
）
か
ら
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
ｋ
ｏ
ｈ
ａ
ｒ
ｕ

小
春
（
本
名
・
西
丸
春
代
）
の

個
展
「
草
間
彌
生
に
捧
げ
る
小

春
の
薔
薇
」
が
開
催
さ
れ
る
。

親
族
で
も
あ
り
、
人
生
に
大
き

な
影
響
を
受
け
た
草
間
彌
生
に

捧
げ
る
鎮
魂
歌
と
し
て
、「Cut 

& Dot

（Orb

）」「Meditation

」
な
ど
を
展
示
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
生
ま
れ
育
っ
た
小
春
の
薔
薇

を
通
じ
、生
命
の
循
環
や
再
生
、

新
た
な
誕
生
を
表
現
す
る
。
会

期
中
は
「
世
界
が
知
る
草
間
彌

生
、
私
が
知
る
彌
生
」
を
テ
ー

マ
に
、
草
間
の
素
顔
を
個
人
的

な
記
憶
と
と
も
に
語
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
ト
ー
ク
も
行
う
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
10
日
午
後
6
時

（
ト
ー
ク
同
6
時
半
〜
7
時
）、

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
は
14
日
午
後
3

〜
6
時
（
ト
ー
ク
同
4
〜
4
時

半
）。

草
間
彌
生
に
捧
げ
る
小
春
の
薔
薇

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｍ
Ａ
Ｘ
で
11
月
10
日
か
ら
個
展

https://usa.kinokuniya.com/
https://artofhaiku.org/
https://usa.kinokuniya.com/
tel:2122136069
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今
回
は
１
９
８
０
年
代
後
半

〜
90
年
代
前
半
に
か
け
て
一

世
風
靡
し
た
ゲ
ー
ム
「
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
」
の
実

写
化
作
品
。
同
ゲ
ー
ム
は
カ

プ
コ
ン
か
ら
１
９
８
７
年
に

対
戦
型
格
闘
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
と
し
て
登
場
し
て
ブ
ー

ム
を
引
き
起
こ
し
、「
ス
ト
リ

ー
ト
・
フ
ァ
イ
タ
ー
Ⅱ
」
以

降
は
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
と
し

て
頻
繁
に
遊
べ
た
こ
と
で
、

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
版
で

国
内
販
売
本
数
約
２
８
８
万

本
、
世
界
累
計
販
売
本
数

６
３
０
万
本
を
売
り
上
げ
、

世
界
的
に
も
認
知
さ
れ
た
。

　

メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
た
の
は

衣
笠
（
京
都
）
で
生
ま
れ
、

オ
ハ
イ
オ
州
の
ク
リ
ー
ブ
ラ

ン
ド
で
育
っ
た
サ
ク
ラ
イ
・

キ
タ
オ
。
彼
は
短
編
映
画
や

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ビ
デ
オ
作

品
に
携
わ
り
、Ｔ
Ｖ
番
組「The 

Eric Andre Show

」
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
監
督
を
務
め
た
。

　

今
作
の
舞
台
は
１
９
９
３

年
。
師
で
あ
る
剛
拳
（
ご
う

け
ん
）
の
も
と
兄
弟
の
よ
う

に
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
共
に

格
闘
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た

リ
ュ
ウ
（
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

小
路
）
と
ケ
ン
（
ノ
ア
・
セ

ン
テ
ィ
ネ
オ
）
が
主
人
公
。

だ
が
彼
ら
は
あ
る
出
来
事
を

き
っ
か
け
に
袂
（
た
も
と
）

を
分
か
つ
が
、
そ
ん
な
二
人

の
も
と
に
謎
の
女
性
格
闘
家
・

春
麗
（
カ
リ
ー
ナ
・
リ
ャ
ン
）

が
現
れ
、
ル
ー
ル
な
し
・
リ

ミ
ッ
ト
な
し
の
ワ
ー
ル
ド
ウ

ォ
リ
ア
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
世

界
格
闘
王
決
定
戦
）
の
招
待

状
を
受
け
て
参
加
す
る
が
、

バ
イ
ソ
ン
（
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ダ
ス
ト
マ
ル
チ
ャ
ン
）
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
裏
側
で

は
あ
る
陰
謀
が
画
策
さ
れ
て

い
た
。

　

筆
者
自
身
、
少
年
時
代
に

様
々
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
得

意
技
で
プ
レ
イ
し
、
特
別
な

思
い
入
れ
で
鑑
賞
し
た
が
、

ま
ず
ケ
ン
と
リ
ュ
ウ
の
関
係

性
の
希
薄
さ
、
さ
ら
に
特
徴

の
あ
る
個
性
的
な
格
闘
家
の

背
景
が
ほ
ぼ
描
か
れ
ず
、
次

に
展
開
す
る
た
め
の
コ
マ
と

し
て
し
か
扱
わ
れ
ず
、
物
語

で
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
導
入

さ
れ
る
が
、
試
合
の
多
く
は

画
面
外
で
行
わ
れ
、
何
に
着

眼
点
を
置
い
て
い
る
か
が
理

解
で
き
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
実
写
化

に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
求
め
て

い
な
い
人
も
い
る
と
思
う
が
、

新
作
「
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
」

や
ア
ニ
メ
版
「
ス
ー
パ
ー
・

マ
リ
オ
」
で
は
Ｉ
Ｐ
と
し
て

の
価
値
を
把
握
し
、
新
た
な

興
味
深
い
作
品
を
作
り
上
げ

た
が
、
今
作
か
ら
そ
ん
な
敬

意
が
微
塵
も
感
じ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　   　
（
細
木
信
宏
）　　  

Street Fighter

 Photo : ©
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ

 

動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ゲ
ー
ム
実
写
化
の
期
待
裏
切
る

 ■上映館■
Regal Times Square

247 W.42nd St.
AMC Empire 25
234 W.42nd St.
AMC 34th St 14
312 W 34th St.

兄弟のように強い絆で結ばれた２人の格闘家、左、ケン（ノア・センティネオ）、
右、リュウ（アンドリュー・小路）

　

こ
の
夏
、
英
国
エ
ジ
ン
バ

ラ
・
フ
リ
ン
ジ
で
４
週
末
連
続

完
売
し
た
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
緒

方
篤
が
、
世
界
各
国
出
身
の
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
仲
間
と
「World 

Comedy In NYC

」
を
、
11
月

8
日
（
日
）
午
後
5
時
（
４
時

30
分
開
場
）
か
ら
、
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
・
コ
メ
デ
ィ
ー
・
ク
ラ

ブ
（
西
53
丁
目
３
１
８
番
地
）

1
階
のRed Room

に
て
開
催

す
る
。 

　

日
本
生
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
育

ち
の
映
像
作
家
で
映
画
監
督
、

俳
優
で
も
あ
る
緒
方
が
、
大
学

時
代
の
地
元
の
不
良
と
の
喧
嘩

や
、
日
本
で
の
震
災
体
験
、
ク

リ
ス
マ
ス
に
父
を
病
院
ま
で
送

っ
た
際
に
起
き
た
珍
事
件
な
ど

も
織
り
交
ぜ
た
盛
り
沢
山
の
ネ

タ
を
披
露
す
る
。

　

そ
し
て
、
メ
キ
シ
コ
の
オ
ー

ド
リ
ー
・
モ
ー
ラ
、
ク
ル
ド
・

デ
ン
マ
ー
ク
の
カ
ン
ス
・
カ
ラ

ビ
ー
ク
、
ロ
シ
ア
の
ベ
ン
・
ロ

ー
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
ダ
ニ
エ
ル
・
サ
イ
モ
ン
ソ

ン
、
モ
ル
ド
バ
出
身
の
ヴ
ァ
ラ

リ
ア
・
ヴ
ル
ぺ
、
米
国
出
身
の

リ
ズ
・
コ
イ
ン
た
ち
と
共
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ら
で
は
の
国

際
的
、
異
文
化
交
流
コ
メ
デ
ィ

ー
を
披
露
す
る
。

　

入
場
料
は
25
ド
ル
（
割
引
コ

ー
ド
「OGATA

」）。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
はhttps://www.

broadwaycomedyclub.
com/shows/2026-11-08-
world-comedy-in-nyc-7-
500-pm/ 

を
参
照
す
る
。

緒
方
篤
が
Ｎ
Ｙ
凱
旋
公
演

世
界
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と
11
月
８
日

　

吉
本
興
業
所
属
の
お
笑
い
芸

人
、
ゆ
り
や
ん
レ
ト
リ
ィ
バ

ァ
が
、
11
月
15
日
（
日
）
午

後
５
時
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
コ
メ
デ
ィ
ク
ラ
ブ
「The 

Stand W
est

」（
西
15
丁
目

４
０
７
番
地
）
で
初
の
Ｎ
Ｙ
お

笑
い
単
独
ラ
イ
ブ
「Yuriyan 

Retriever’s COM
EDY in 

NYC !
」
を
開
催
す
る
。

　

ゆ
り
や
ん
は
、
お
笑
い
タ
レ

ン
ト
と
し
て
「
Ｒ
ー
１
グ
ラ
ン

プ
リ
」「
女
芸
人
Ｎ
ｏ
・
１
決

定
戦
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｗ
」「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

上
方
漫
才
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど

日
本
の
数
々
の
賞
番
組
で
優
勝

と
い
う
華
々
し
い
実
績
を
持

ち
、
米
国
で
も
人
気
番
組
「
ア

メ
リ
カ
ズ
・
ゴ
ッ
ト
・
タ
レ
ン

ト
」
に
出
演
し
て
全
米
に
衝
撃

を
与
え
た
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
フ
リ

ッ
ク
ス
ド
ラ
マ
「
極
悪
女
王
」

に
主
演
し
「
ア
ジ
ア
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ア
ワ
ー
ド
」
最
優
秀
主
演
女
優

賞
を
獲
得
、
ホ
ラ
ー
映
画
「
禍

禍
女
」
を
監
督
し
て
世
界
各
地

の
映
画
祭
で
受
賞
し
た
ほ
か
、

ラ
ッ
パ
ー
や
歌
手
、
モ
デ
ル
な

ど
と
し
て
も
大
活
躍
中
だ
。

　

２
０
２
４
年
に
「
ア
メ
リ
カ

で
お
笑
い
芸
人
と
し
て
売
れ
た

い
」「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
に

な
り
た
い
」
と
い
う
夢
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

に
移
住
し
、
現
在
は
現
地
の
コ

メ
デ
ィ
シ
ョ
ー
で
英
語
ネ
タ

で
地
元
客
を
沸
か
せ
て
い
る
。

「『
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト
ラ
イ
ブ
』

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
る
こ
と
が

目
標
」
と
語
る
ゆ
り
や
ん
の
憧

れ
の
地
Ｎ
Ｙ
で
の
初
舞
台
。
開

場
は
午
後
４
時
30
分
、
チ
ケ
ッ

ト
は
、
一
般
席
43
ド
ル
、
Ｖ
Ｉ

Ｐ
席
62
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入

は
次
の
サ
イ
ト
か
らhttps://

thestandnyc.com//shows/
show/13856/2026-11-

15-170000-new-york-
comedy-festival-presents-
yuriyan-retrievers-comedy-
in-nyc

【
本
紙
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　

ゆ
り
や
ん
レ
ト
リ
ィ
バ
ァ
Ｎ

Ｙ
お
笑
い
単
独
ラ
イ
ブ
の
チ
ケ

ッ
ト
を
抽
選
で
本
紙
読
者
に
ペ

ア
で
３
組
（
合
計
６
人
）
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
希
望
者
は
、

代
表
者
名
（
英
語
フ
ル
ネ
ー

ム
）、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
タ
イ
ト
ル
を
「
ゆ
り
や
ん

レ
ト
リ
ィ
バ
ァ
Ｎ
Ｙ
公
演
チ
ケ

ッ
ト
希
望
」
と
記
載
、info@

nyseikatsu.com 

ま
で
応
募

す
る
こ
と
。
締
め
切
り
は
10
月

29
日
。
当
選
者
に
は
本
紙
か
ら

Ｅ
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
。

米
東
西
の
日
本
人
お
笑
い
芸
人
が
Ｎ
Ｙ
ラ
イ
ブ

ＮＹで初単独ライブ11月15日に

ゆりやんレトリィバァ
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https://www.mementomori-nyc.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.broadwaycomedyclub.com/shows/2026-11-08-world-comedy-in-nyc-7-500-pm/
https://thestandnyc.com//shows/show/13856/2026-11-15-170000-new-york-comedy-festival-presents-yuriyan-retrievers-comedy-in-nyc



